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Abstract 

Background 

 Studies on assessing dietary intake with and without school lunch for school 

children and using Dietary Reference Intakes (DRIs) for assessment of dietary 

intake are limited. 

 

Objectives 

The purpose of this study was to describe the contribution of school lunch to 

dietary intake in school children and assess dietary intake using DRIs 2010. In 

addition, we discussed the role of school lunch which could change intake 

distribution for groups and dietary survey for school children. 

 

Methods 

A cross-sectional study was undertaken between October 2007 and February 

2008 in schools located in Tokyo and Okayama prefectures. A total of 235 

fifth-grade children attending five elementary schools participated in school 

lunch study and 107 of 235 children participated in dietary survey at home. 

Weighed plate waste methods and observation were used to collect data of 

school lunch, while dietary records by children accompanied by photographs 

were used to collect data of meals at home. The study lasted three days, two 

non-consecutive days with school lunch (weekdays) and one day without 

(Saturdays or Sundays). Data on eating and lifestyle habits were obtained by 

questionnaires. The children’s heights and weights, as measured in April 2007 

according to the School Health Law in Japan, were also obtained from each 

school. For each nutrient of three days, the usual intake distribution was 
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estimated and assessed using DRIs 2010. 

 

Results 

Proportion of lunch at school to daily meal showed significantly higher 

calcium and vitamin B1 intake compared to home meal. 60% of dairy products 

and 40-50% of vegetables to daily meal were taken by school lunch for both 

boys and girls. Comparing the usual intake with and without milk in school 

lunch, the intake distribution of calcium would be 150 mg/day higher than 

without milk. Comparing the usual intake with and without fortified rice in the 

school lunch, intake distribution of vitamin B1 would be 0.20 mg/day higher 

than without fortified rice. The proportion of boys and girls at risk for calcium 

deficiency decreased 40% and no children were estimated to be at risk for 

vitamin B1 deficiency, because of taking school lunch. Proportion of vitamin 

B1 intake less than 0.45 mg/1000kcal was estimated to be 0% for boys and 

1.8% for girls. 

 

Conclusions 

The proportion of calcium, vitamin B1, dairy products and vegetable intake at 

school to the total daily intake were high. By taking school lunch, the intake 

distribution has been shifted upward. Therefore the role of school lunch has 

been to shift the intake distribution of nutrients and to maintain adequate 

nutrient intake. But this study showed that when intake distribution shifted, 

the shape of the distribution changed, especially vitamin B1 from fortified rice, 

because intake is influenced by the amount served and consumed. On the other 

hand, calcium from milk which is not influenced by the amount served has 
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shifted upward as supplementary fortification. 

For the purpose of assessing nutrient intake for groups, it is necessary to 

estimate the usual dietary intake distribution, therefore a dietary survey over a 

few days are needed. This study showed the differences in nutrients and food 

group intake between days with school lunch and days without. Therefore to 

assess the dietary intake of children, it is necessary to include both the days 

with and without school lunch. Confirmation of the initial amount served is 

one of the key components to assess the dietary intake of school lunch. 
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はじめに 

１．学童期の栄養問題について 

学童期は心身ともに発育が著しい時期である 1)。日本において、学童期とは

一般的に、小学校入学から卒業にかけての時期（6－12 歳）を意味する 2)。日

本では、学校保健統計調査によって 1948 年（昭和 23 年）より学童期の体格が

把握されており、その結果では、戦後、身長と体重は著しく向上している。10 歳

児の平均身長をみてみると、1948 年（昭和 23 年）、1954 年（昭和 29 年）にはそ

れぞれ、男子 126.1cm、129.1cm、女子 125.7cm、128.9cm であった。男子では

1987 年（昭和 62 年）以降、平均値は 138cm または 139cm を推移しており、女

子では 1994 年（平成 6 年）以降、平均値は 140cm で推移している 3)。身長の

伸びについて、現在では横ばいの状態になっている。 

学校保健調査では、1977 年（昭和 52 年）より肥満傾向児や痩身傾向児に

ついて集計している。この報告によれば、集計が始まった 1977 年（昭和 52 年）

には 10 歳児の肥満傾向児の出現率が男子 5.9%、女子 5.8%であり、これに対

し現在（2010 年（平成 22 年））は、男子 10.4%、女子 8.1%と増加している。一方、

1977 年（昭和 52 年）における 10 歳児の痩身傾向児は男子 1.0%、女子 1.1%

であるのに対し現在（2010 年（平成 22 年））は、男子 2.4%、女子 2.6%といずれ

も増加している 3)。 

現在、学童期を含め発育・発達の重要な時期にある児童について、わが国

に限らず、米国及びその他の国においても過体重や肥満、それらに伴う生活習

慣病等の増加 4-6)が報告され、また、小児期の肥満が成人期の肥満や生活習

慣病に移行する危険性 7,8)、朝食の欠食 9)等が問題となっている。朝食の欠食

については、2007 年（平成 19 年）の国民健康・栄養調査によれば、菓子・果物

等の食品や錠剤等のみを食べた者と何も食べない者をあわせて 6.7％であった

と報告されている 10)。また、2007 年（平成 19 年）の児童生徒の食事状況等調
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査報告書においても、朝食を必ず食べると答えなかった小学生は 9.2%であっ

たと報告されている 11)。このように、日本においても学童期の栄養問題は多様

化、深刻化し、生涯にわたる健康への影響が懸念されている 12)。 

 

２．学校給食について 

戦後の児童の体格の向上には、学校給食が果たしてきた役割が大きいと評

価されている 13)。日本の学校給食の始まりは、1889 年（明治 22 年）に山形県で

提供されたことに遡る。戦時中、学校給食は一時中断されていたが、1946 年

（昭和 21 年）に再び開始され、「学校給食の普及奨励について」において、児

童の栄養基準量が初めて示された 14)。その内容は、児童 1 人に対する 1 食分

の栄養必要量として、「概ね熱量 600kcal（副食物のみの場合は可能範囲で

180kcal を目標とする）、たんぱく質 25g（副食物のみの場合は 15g 程度）として、

これに脂肪、カルシウム、鉄、ビタミン等の適量を考慮するのを理想とする」であ

った。その後、1950 年（昭和 25 年）に、八大都市において完全給食が実施され

るのに際して、「栄養基準量」が示され、脂肪、カルシウム、鉄、ビタミン A、ビタミ

ン B1、ビタミン B2、ビタミン C についても基準値が示された 14)。1954 年（昭和 29

年）には学校給食法が制定され 15)、「学校給食実施基準」及び「学校給食の実

施について」には、「学校給食に供する食物の栄養内容」として基準量が示さ

れた 14)。表 1 に 1954 年（昭和 29 年）から 2008 年（平成 20 年）までの学校給

食における栄養基準量の変遷を示す 13-19)。1956 年（昭和 31 年）には、小学校

のみならず、中学校の生徒にも学校給食法の適用が拡大された 14)。1962 年

（昭和 37 年）には、基準値における児童の区分が低学年と高学年に 2 分され、

学年差を考慮した学校給食への転換が期待された 14,20)。このように、1954 年

（昭和 29 年）以降、学校給食は法律に基づいて実施されており、1962 年（昭和

37 年）に初めて基準値が改訂され、以後、2008 年（平成 20 年）までに 6 回の
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改訂が行われている。 

現在、学校給食は年間 189 回提供されている 21)。従って、学童期の児童は、

1 年間の昼食のうちの半数を学校にて摂取していることになる。学校給食はその

回数と質の観点から、学童期の食事において大きな役割を担っている。現在、

学校給食は主食（ごはん、混ぜご飯、パン、めん類）、おかず（主菜と副菜、また

は主菜もしくは副菜）、牛乳で構成されている。2009 年（平成 21 年）には、

99.2％の小学校において学校給食が実施されていた（完全給食 98.1％、補食

給食（主菜と副菜、または主菜もしくは副菜のみ提供）0.5%、ミルク給食（牛乳

のみ提供）0.6%）。また、小学校における 2009 年（平成 21 年）の学校給食費の

月額は 4100 円であった 21)。 

学校給食を食品レベルで見てみると、学校給食再開後、主食はパンであっ

た 。 こ の 理 由 と し て 、 学 校 給 食 物 資 が 軍 放 出 物 資 、 ラ ラ 物 資 （ Licensed 

Agencies for Relief in Asia: LARA, アジア救援特許代理機関）、ユニセフ等

から提供されたものであったことがあげられる 22,23)。戦後、日本の主食は米であ

ったが、国民へ供給するためには絶対量が不足していた。また、児童において

ビタミン B1、ビタミン A，カルシウムの不足が心配されていたこともあり、松本らは

パン食の意味として、穀物の消費を米から小麦へ導く、また、主食をパンとする

ことでマーガリンや牛乳を添えることができおかずが広範囲にわたる等と説明し

ている 24)。そして、学校給食用小麦粉にはビタミン B1 とビタミン B2 が添加された。

この他、摂取量の不足が心配されていたカルシウム、ビタミン A、ビタミン C につ

いては、食品にこれらの栄養素を強化することが視野に入れられた 25)。このよう

にしてパン食が導入されたが、20 年後の 1976 年（昭和 51 年）には、米飯の正

しい食習慣を身につけさせる、また、食事内容を豊かにすることを目的として、

米飯が学校給食に導入された 26)。この背景には、当時の米の生産量が関係し

ている。米の生産量は、1967 年（昭和 42 年）より高水準が続き、生産過剰とな
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った 27)。このため、1971 年（昭和 46 年）より本格的な米の生産調整が始まって

いる 28)。米飯給食の実施にあたり、栄養上の配慮として、強化米、強化精麦の

使用等、ビタミン強化について必要な措置を講ずるものとすることとされた 26)。

次に牛乳についてであるが、学校給食再開当時は、ララ物資等から学校給食

物資として受け取っていた脱脂粉乳が提供されていた 14)。1964 年（昭和 39 年）

より学 校 給 食 用 牛 乳 供 給 事 業 が実 施 され、児 童 の 1 日 当 たりの供 給 量 は

200cc、年間の供給日数は 215 日を基準として実施可能な日数とされた。この

事業の目的として、児童の体位、体力の向上に資することに加え、わが国の酪

農の健全な発達を図ること、国内産の牛乳を学校給食用に年間継続して計画

的に供給することがあげられている 29)。このように、食材も含めた学校給食の実

施については、その時代の食料の配給や生産等の影響を受けてきた。  

学校給食の目的も時代により変遷を遂げている。戦前は貧困児童の救済、

栄養不良児、身体虚弱児等を対象とした栄養改善が目的とされていた。戦後

は児童生徒の体位向上が目的とされ、学校給食は全児童を対象とする教育活

動の一環として捉えられるようになった 14,16)。1954 年（昭和 29 年）に制定された

学校給食法において、学校給食の目的は、児童生徒等の健康の保持増進を

図ることに加えて、「望ましい食習慣を養うこと」、「明るい社交性及び協同の精

神を養うこと」等 4 項目が設定され、教育的意義が示された 15)。この後、必要に

応じて改正が行われた。また、2005 年（平成 17 年）には食育基本法、栄養教

諭制度等、食に関連する法や制度の整備も行われた 30,31)。2009 年（平成 21

年）には食育の観点を踏まえ、学校給食の目的はそれまでの 4 項目から 7 項目

に整理された。このことにより、学校給食が栄養補給のみならず、学校教育の一

環であるという趣旨が明確にされた 32)。 

日本の学校給食では、児童自身が配食を行う、という特徴がある。1956 年

（昭和 31 年）に香川は学校給食を分配するときの方法として、過不足のないよう
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に均一平等は避けて、各人の所要量に相当するように分配する心づもりがほし

いこと、そのためには、調理室で学級別に学校給食を分ける時に学年と、男女

を考慮して所要量に相当するように分配することを提案している 33)。こうした児

童自身が配食することによる、配食量の実態あるいは摂取量の実態は必ずしも

明らかではない。学校給食の摂取量は行政的には提供量で評価されている。

また、一般的には残菜量を学校単位で把握するにとどまり、個人の摂取量の評

価はなされていない。 

 食料不足の時代には、児童･生徒の体位の向上、栄養状態の向上によって

学校給食の寄与を評価することも可能であった。しかし、身長や体重の伸びが

横ばいになり、かつ肥満傾向児、痩身傾向児のいずれもが増加するような状況

の中で、学校給食が児童･生徒の栄養状態にどのように寄与しているのかは、

明らかではない。 

 

３．学童期の食事調査について 

食事調査は個人及び集団のエネルギー及び栄養素摂取量を把握もしくは

推定するために用いられる。食事調査には食物記録法、24 時間思い出し法、

食物摂取頻度調査法等があり、調査の目的や期間、明らかにしたい指標、対

象者の特性や対象者数等に応じて、最も適切な方法を用いて実施することが

求められる 34)。 

食事調査の問題として広く知られていることとして、エネルギー及び栄養素摂

取量には日間変動が存在するということがある 35)。そのため、習慣的な摂取量

を推定するためには複数日の調査が必要になるが、必要な日数は対象となる

個人または集団、さらに栄養素によって異なる 35-37)。また、過小申告及び過大

申告の存在についても、欧米、日本ともに報告がある 38,39)。児童についても調

査方法によって異なるが、例えば食事歴法によって調査が実施された場合、過



9 
 

小申告は 14-18%、過大申告は 6-14%であった 40)。 

児童を対象として食事調査を実施する場合には、成人を対象として食事調

査を実施する場合とは異なる児童特有の問題がいくつかある。Livingstone らは、

児童を対象として信頼性のある精度の高い食事調査の結果を得ることの難しさ

を指摘している 41)。例えば、多くの児童にとって、摂取した食事の量を見積もる

ことは難しいとされている 42,43)。また、児童は食品についての語彙が少ないため、

摂取した食事を説明することは難しい 44)。従って、12 歳未満の児童において、

保護者の協力なしに食事調査を実施することは難しいとされている 41)。しかし、

児童が自宅以外、また学校で摂取した食物について保護者が把握していない、

または把握できない場合があること 45,46)、保護者のみから情報を得る場合、保

護者が報告した摂取量について児童との意見とが食い違うこともあるため、食

事内容を聞き取る際には児童を同席させることが望ましいとの報告もあり 47)、保

護者の食事調査への協力についての見解は一律でない。また、思い出し法に

よる食事調査の場合には、調査の時間と聞き取り時間を工夫することにより、調

査の精度を上げることができるとの報告がある。24 時間思い出し法には、前日

の 24 時間と直前の 24 時間を思い出す方法がある。従って、直前の 24 時間を

思い出す方法を採用し、聞き取りを調査と同日の午後または夕方に実施するこ

とで、調査から聞き取りまでの時間を短縮し、思い出しを容易にすることができる

46)。 

Tracy らは、食事調査の妥当性を検討するために、二重標識水で測定された

総エネルギー消費量と食事調査で得られたエネルギー摂取量の結果を含む 15

報告について系統的レビューを行っている。15 報告で用いられている食事調査

は 24 時間思い出し法、食事歴法、目安量記録法、食物摂取頻度調査法、秤

量記録法であった。この結果、4－11 歳について、総エネルギー摂取量を推定

するための最も精度の高い方法は、少なくとも平日と休日を含む 3 日間の 24 時
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間思い出し法を行い、食事の申告を保護者によって行うことであると結論づけら

れた 40)。 

24 時 間 思 い出 し法は、米 国 疾 病 予 防 管 理 センター (Centers for Disease 

Control and Prevention: CDC)が実 施 している国 民 健 康 栄 養 調 査 (National 

Health and Nutrition Examination Survey: NHANES)、また、米 国 農 務 省

(United States Department of Agriculture: USDA)が実施している学校栄養調

査 (School Nutrition Dietary Assessment Study, SNDA)で採用されている。

NHANES では全年齢、SNDA では学校栄養プログラムに参加している児童が

対象となっている。いずれの調査においても食事調査の際、保護者が同席する

ことが許可されており、必要に応じて児童ではなく保護者が回答することもでき

る 48,49)。 

日本においては、健康増進法に基づき、厚生労働省により国民健康・栄養

調査が実施されている。対象は 1 歳以上の者であり、食事調査は秤量及び目

安量記録法により行われている。また、食事調査は世帯毎に実施されており、

各世帯に調査票が 1 部配布され、食事を担当する世帯員が主に記入する 10)。 

 

４．学童期の食事摂取量に関するこれまでの研究  

 学童期の食事摂取量を評価する際、学校給食摂取基準、日本人の食事摂

取基準（食事摂取基準）、日本食品標準成分表等が必要になる。表２に学校

給食摂取基準、日本人の食事摂取基準、日本食品標準成分表の沿革を示す

13-19,50-52)。 

食事摂取基準は、第六次改定日本人の栄養所要量において導入された食

事摂取基準の考え方に基づいた策定方針を踏襲したものであり、エネルギーに

ついては 1 種類、栄養素については 5 種類の指標が設定されている。食事摂

取基準については厚生労働省が管轄、学校給食摂取基準については文部科
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学省が管轄ということもあり、これまで、これらの基準の改訂は同時期に行われ

てはいない。しかし、日本人の食事摂取基準 2005 年版（食事摂取基準 2005）

より、学童期の年齢区分が学校給食実施基準との整合性から 6－7 歳、8－9

歳、10－11 歳の区分に変更された 50)。日本人の食事摂取基準 2010 年版（食

事摂取基準 2010）において、学童期について策定されている栄養素と指標を

表 3 に示す 51)。また、「学校給食実施基準」（2008 年改訂）の基準の策定につ

いては、食事摂取基準 2005 の考え方が踏襲された。エネルギーの基準は食事

摂取基準の値とその他の調査を考慮して求められた男女の 1 日のエネルギー

必要量の平均の 1/3 を基準にしている 19)。日本食品標準成分表については、

改訂の際、それぞれの時点における最適な分析方法を用いて食品の分析が行

われているため、摂取量の計算の際に用いる日本食品標準成分表、摂取量の

経年変化の解釈にも注意が必要となるが、最新の日本食品標準成分表では、

食事摂取基準 2010 に収載されている栄養素については全て網羅されている

52)。このようなことから、学童期の食事摂取の評価のために必要な基準等が相

互に整備されたのはごく最近であることが理解できる。また、我が国では 1945 年

（昭和 20 年）より国民健康・栄養調査（2001 年（平成 13 年）までは国民栄養調

査）が実施されているが、個人別の栄養素等摂取量が把握されるようになった

のは、1995 年（平成 7 年）からである 53)。 

学校給食を児童がどの程度摂取したかを把握するために、一般的に残菜量

の計量が行われている。多くの場合、残菜量は、クラス、学年、学校またはセン

ターごとに計量される 54)。この場合、盛り残しと食べ残しが混在している可能性

がある為、児童の摂取量の実態は分からない。また、個人ごとにおおよその食

べ残しをアンケートにより把握した研究もある 55)。しかし、これらの方法では、学

校給食が個々の児童にどのように配食、また摂取されたかを把握することはでき

ない。 
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海外において、個々の児童の摂取量の把握を試みた研究が報告されている

56,57)。また、学校給食の献立については、献立の栄養素量と基準値とを比較し

た研究がある 58)。保育園給食においては、献立の栄養素量と実際に提供され

た食事を比較した調査が報告されている 59)。しかし、各児童への実際の提供量

と、最終的な摂取量の両方を実測により把握した調査はほとんどない。さらに、

これら海外の報告は、学校給食がカフェテリア方式で提供されており、学校給

食の配食が児童自身によって行われている日本の学校給食とは異なる点も多

い。 

日本において、学童期の児童の 1 日の食事に関しては、学校給食のある日

を対象とした食事内容と体位についての報告がある 60,61)。しかし、学校給食の

ない日も含めた食事摂取量を検討した報告は少ない 11)。国民健康・栄養調査

においては、食事調査が 1 日のみである。日曜日及び祝日を除く日を対象とし

ているため、児童については、概ね学校給食を含めた 1 日の食事摂取量を把

握している 10)。 

食事調査から得られた結果については、食事摂取基準の各指標を用いて評

価を行うことができる。評価に用いる指標については Beaton や Murphy らが見

解を示している 62-65)。また、食事摂取基準を用いて集団における栄養素等摂

取量の不足者・過剰者の割合を算出するためには、複数日の食事調査の結果

より習慣的な摂取量の分布を推定することが望ましい 66-68)。そのために統計学

的な手法を用いた方法が開発されている 69)。しかし、食事調査の結果について

実際に食事摂取基準の各指標を用いて評価を示した報告は国内において少

ない 70,71)。 

 

５．研究の目的  

本研究では、小学 5 年生について学校給食及び家庭での食事調査を実施
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し、児童の食事摂取量に対する学校給食の寄与について明らかにし、学校給

食を摂取している集団において食事摂取基準の各指標を用いて食事摂取量

を評価することを目的とした。また、集団の摂取量の分布を変化させる学校給

食の役割について、さらに、学童期の食事摂取量を把握するための食事調査

の方法についても考察した。 
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 表2　学校給食摂取基準、日本人の食事摂取基準、日本食品標準成分表の沿革

エネルギー及び栄養素
項目数

エネルギー及び栄養素
項目数

食品数（成分項目数）

昭和25年 1950年 ○ 538(14)
昭和26年 1951年
昭和27年 1952年
昭和28年 1953年
昭和29年 1954年 ○ 8 ○ 695(15)
昭和30年 1955年
昭和31年 1956年
昭和32年 1957年
昭和33年 1958年
昭和34年 1959年 ○3) 11
昭和35年 1960年
昭和36年 1961年
昭和37年 1962年 ○ 8
昭和38年 1963年 ○ 878(19)
昭和39年 1964年
昭和40年 1965年
昭和41年 1966年
昭和42年 1967年
昭和43年 1968年
昭和44年 1969年 ○ 11
昭和45年 1970年
昭和46年 1971年 ○ 8
昭和47年 1972年
昭和48年 1973年
昭和49年 1974年
昭和50年 1975年 ○ 11
昭和51年 1976年
昭和52年 1977年
昭和53年 1978年
昭和54年 1979年 ○ 11
昭和55年 1980年
昭和56年 1981年
昭和57年 1982年 ○ 1,621(19)
昭和58年 1983年
昭和59年 1984年 ○ 11
昭和60年 1985年
昭和61年 1986年 ○ 9
昭和62年 1987年
昭和63年 1988年
昭和64年/平成元年 1989年 ○ 11
平成2年 1990年
平成3年 1991年
平成4年 1992年
平成5年 1993年
平成6年 1994年 ○ 11
平成7年 1995年 ○ 11
平成8年 1996年
平成9年 1997年
平成10年 1998年
平成11年 1999年 ○ 30
平成12年 2000年 ○ 1,882(36)
平成13年 2001年
平成14年 2002年
平成15年 2003年 ○ 13
平成16年 2004年
平成17年 2005年 ○ 35 ○ 1,878(43)
平成18年 2006年
平成19年 2007年
平成20年 2008年 ○ 13
平成21年 2009年
平成22年 2010年 ○ 35 ○ 1,878(50)

文部科学省 厚生労働省 文部科学省
策定または改訂の年に○を記入した。
1) 平成20年（2008年）の改訂まで、名称は「平均所要栄養量」
　　本表では、学校給食法が制定された年からの基準を記した。

3) 昭和34年（1959年）までは、いくつかの政府関係組織から栄養基準が作成され、発表されている。
　　本表では厚生労働省（旧厚生省）から発表された年からの基準を記した。
参考文献：13-19,50-52

2) 平成17年（2005年）の改訂まで、名称は「日本人の栄養所要量」。

学校給食摂取基準1) 日本人の食事摂取基準2) 日本食品標準成分表

所轄

 



16 
 

表3．日本人の食事摂取基準2010年版　学童期（6-11歳）で策定されている指標

栄養素
推定平均
必要量

推奨量 目安量 目標量 耐容上限量

EAR RDA AI DG UL
たんぱく質 ○ ○
脂質 ○
飽和脂肪酸
n-6系脂肪酸 ○
n-3系脂肪酸 ○
コレステロール
炭水化物 ○
食物繊維
ビタミンＡ ○ ○ ○
ビタミンＤ ○ ○
ビタミンＥ ○ ○
ビタミンＫ ○
ビタミンＢ1 ○ ○

ビタミンＢ2 ○ ○
ナイアシン ○ ○ ○
ビタミンＢ6 ○ ○ ○

ビタミンＢ12 ○ ○
葉酸 ○ ○ ○
パントテン酸 ○
ビオチン ○
ビタミンＣ ○ ○
ナトリウム ○
カリウム ○
カルシウム ○ ○
マグネシウム ○ ○
リン ○
鉄 ○ ○ ○
亜鉛 ○ ○
銅 ○ ○
マンガン ○
ヨウ素 ○ ○ ○
セレン ○ ○ ○
クロム
モリブデン
参考文献：51  



 

 

 

 

 

第１章 研究計画 
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１．計画  

児童の食事摂取量に対する学校給食の寄与について、また、食事摂取基

準の各指標を用いた食事摂取量の評価の方法を検討するために、小学５年生

を対象に 2007 年（平成 19 年）から 2008 年（平成 20 年）に食事調査を計画し

た。学校給食については盛り付け、おかわり、食べ残しについて、調査員による

秤量記録法を用いた詳細な食事調査を、また、写真記録法と目安量記録法を

併用し、学校給食のある日とない日を合わせた 3 日間の家庭における食事調

査を計画した。さらに、学童期の食事摂取量を把握するための食事調査の方

法について検討した。 

 

２．論文の構成  

小学 5 年生を対象に食事調査を実施した結果に基づき、論文構成を第 2 章

「学校給食の配食及び摂取の実態」、第 3 章「児童の食事摂取量に対する学

校給食の寄与」、第 4 章「食事摂取基準の各指標を用いた栄養素等摂取量の

評価（カルシウム及びビタミン B1 に着目して）」として論じた。第 2 章から第 4 章

に先立ち、食事調査の方法について、第 1 章「研究計画」の「３．小学 5 年生の

食事調査 方法」の項に詳細を記述した。 

まとめでは、学校給食における小学 5 年生の配食と摂取の実態について、次

に、児童の食事摂取量に対する学校給食の寄与とその評価について、次に、

集団の摂取量の分布を変化させる学校給食の役割について、次に、学校給食

摂取基準について、最後に、学童期の食事摂取量を把握するための食事調査

法について論じた。 

 

３．小学 5 年生の食事調査 方法  

１）対象者  
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東京都（2 校）及び岡山県（3 校）の小学校に在籍する 5 年生（10－11 歳）、

317 名を対象とした。対象者の年齢を決定するにあたり、対象校の教員の助言

及び学校給食についての先行研究における対象者の年齢を参考にした。教員

からの助言は、高学年であれば児童自身が食事の記録を行うことが可能である

こと、また、最終学年は行事等が多いため、調査への参加が困難であること等

であった。小学 5 年生の全児童数が 100 名を超えている小学校は 1 校、50～

100 名の小学校は 3 校、50 名未満の小学校は 1 校であった。全対象者の男女

比は 0.9 であった（表 1-1）。学校給食の調査については、235 名より同意を得た

（協力率 74.1％）。そのうち、家庭での食事調査についても協力の同意を得られ

たのは 107 名であった（全体に対する協力率 33.8％）（表 1-2）。それぞれの学

校において 5 年生は 1～2 クラスであり、1 クラスにおける児童の数は 10 名～40

名であった。 

 

２）調査期間  

 2007 年（平成 19 年）10 月～2008 年（平成 20 年）3 月にかけて横断研究を

行った。調査日は、連続しない学校給食のある日 2 日と学校給食のない日 1 日

の 3 日間とした。 

調査に先立ちプレテストを実施した。調査のながれを図 1 に示した。 

 

３）調査方法  

①学校給食の調査  

 調査日は連続しない 2 日間とした。通常の献立が提供されている日（行事食

等の日を除外した）であり、献立による主食の重量の変動を最小限にするため、

また、盛り付けの状況を確認するため、主食が米である日を調査日とした。 

学校給食の調査は調査員による秤量記録法及び観察により実施し、秤量し
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た値 の確 認 のために写 真 画 像 を用 いた。秤 量 にはデジタルスケール（タニタ

（株）製、No.1157）を使用した。学校給食の喫食場所は学校により異なり、教室

またはランチルームであった。どちらの場合においても学校給食の配食は児童

により行われた。児童が学校給食を配食後、調査員が各児童の食事を主食、

主菜等の別に計量し、記録した。食事中は調査員が児童の喫食状況を観察し

た（約 10 名の児童に対し調査員は 1 名）。調査員は、児童同士で食事の交換

があった場合には、それがだれであったか、またそのおおよその量を記録した。

児童がおかわりをした際にも、配食前後に計量し、記録した。喫食後、児童は、

調査員が予め児童に渡しておいた番号をトレイや食器と共にテーブルの上に

置き、教室またはランチルームを退室した。児童が退室した後、調査員は、各

児童の食べ残しを主食、主菜等の別に計量し、デジタルカメラで撮影、記録し

た。東京都の 2 校は自校式、岡山県の 3 校はセンター方式により学校給食が提

供されていた。また、岡山県の 3 校の学校給食は同じセンターにより同じ献立の

学校給食が各学校に提供された。従って、以後、東京都の 2 校については A

校、B 校、岡山県の 3 校については学校給食センターとして記述する。調査日

の学校給食の献立を表 1-3 に示す。学校給食は、文部科学省の「学校給食実

施基準」（2003 年（平成 15 年）改訂）18)に基づいた食事計画が行われており、

東京都の１校は東京都の「学校給食の栄養摂取基準」（東京都）72)に基づいて

行われていた。調査日の学校給食の提供量を表 1-4 に示す。調査は、秤量及

び児童の観察のトレーニングを事前に受けた調査員により実施された。 

 

②家庭での食事調査  

家庭での調査は児童による写真画像を併用した目安量記録法により実施し

た。学校給食の調査で実施した秤量記録法を家庭での調査には用いなかった

理由として、保護者への負担を最小にすることが本調査への協力を得るために
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必要である、という調査の対象校の教員の助言に従ったことがあげられる。また、

小学 5 年生であれば写真撮影や食事の記録をすることも可能であるとの教員の

判断に従い、家庭での調査は写真画像を併用した目安量記録法を採用した。 

学校給食のある日の 2 日間の食事については、学校において学校給食の摂

取量を把握するため、朝食、夕食、間食について、学校給食のない日は昼食も

含めた全ての食事の記録を依頼した。各児童にレンズ付きフィルム（使い捨て

カメラ）1 台、撮影時の距離を示すリボンを縫い付けたランチマット 1 枚、食事記

録記入用紙 3 枚、撮影方法を示したパンフレット 1 部を配布し、食事の記録を

依頼した。児童は、喫食前に料理等をランチマットにのせ、使い捨てカメラで食

事の内容を撮影し、食事記録記入用紙に食事時間、料理名、食品名、重量ま

たは目安量の順に記録した。写真撮影後、食べなかったものがあった場合には、

料理名または食品名とその分量の記録を依頼した。また、調査日の各食事の

開始時刻及び起床と就寝の時刻の記入も依頼した。保護者には、児童による

記入漏れがないかの確認を依頼した。本調査に先立ってプレテストを実施した。

その後、食事記録用紙に修正を加え、本調査を実施した。 

 

４）本調査における語句の定義  

①提供量  

調理後に学校栄養士により秤量された 1 人分の学校給食を献立の 1 人分の

栄養価と同等とみなし、「提供量」とした。 

 

②最初の配食量  

最初に配食された量を「最初の配食量」とした。 

 

③おかわり 
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最初に配食された後に配食された量を「おかわり」とした。 

 

④総配食量  

「最初の配食量」に「おかわり」を足した量を「総配食量」とした。 

 

⑤食べ残し 

食事が終了した際に食器に残されていた量を「食べ残し」とした。 

 

⑥摂取量  

「総配食量」から「食べ残し」を差し引いた量を「摂取量」とした。 

 

⑦おかわりのあり・なし 

秤量調査の結果より、主食とおかずの別に、2 日間の調査中、1 日でもおか

わりをした者は「あり」、おかわりをしなかった者は「なし」とした。 

 

⑧食べ残しのあり・なし 

秤量調査の結果より、主食とおかずの別に、2 日間の調査中、1 日でも食べ

残しがあった者は「あり」、食べ残しがなかった者は「なし」とした。 

 

５）エネルギー及び栄養素量の計算  

栄養素等の算出には、栄養計算ソフト「国楽調（バージョン 2007）」を用いた

73)。五訂増補日本食品標準成分表 74)を使用し、栄養素等及び食品群別の摂

取量を算出した。第 2 章で使用した食事調査の結果については、学校給食の

献立が調理損失を考慮して栄養計算されたものではなかったため、配食量等

についても調理損失を考慮せず栄養素等を算出した。第 3 章、第 4 章で使用し
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た食事調査の結果については、調理損失を考慮して算出した栄養素等を使用

した。いずれの結果についても、強化栄養素が使用されていた場合には、栄養

計算に含め、算出した。 

 

６）食生活や生活習慣についてのアンケート 

食生活や生活習慣について自記式のアンケートを行った。調査票の項目は、

テレビを見る回数、便通等計 19 項目とした。女子においては、月経についての

項目を加えた。習慣的な学校給食の摂取状況を把握するため、主食、おかず

の別に「残さず食べる」「いつもおかわりをする」「ときどきおかわりをする」「ときど

き残す」「いつも残す」の選択肢の中から回答を依頼した。調査は集合法により

実施し、調査票は教室で配布され、児童が回答した。その後、担任が調査票を

回収した。対象者のアンケート結果を表 1-5 に示した。各項目における男女の

比較についてカイ二乗検定を行った。差が p≦0.05 のとき有意と判断した。 

 

７）身体計測値  

本調査では、学校保健法（2009 年（平成 21 年）4 月に学校保健安全法に改

正 75)）により 2007 年（平成 19 年）4 月に測定された身長と体重の記録を各学

校より得た。学校給食の摂取量等と体格を検討するために、身長と体重により

BMI（体重（kg）/身長（m）2）を算出した。また、学校保健で用いられている身長

別標準体重から判定する肥満度 76)を用いて、体格を評価した。肥満度は次の

式で求めた。 

肥満度＝（実測体重（kg）－身長別標準体重（kg））/身長別標準体重（kg）

×100（%） 

肥満度を計算して、これが+20%以上であれば肥満傾向、-20%以下であれば

やせ傾向、-20%未満+20%未満を普通と区分した。 
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対象者の身長、体重、BMI、肥満度を男女別に表 1-6-1、1-6-2 に示す。学

校間で体格について有意な差はなかった。女子については月経の有無別に身

長、体重、BMI、肥満度を表 1-6-3 に示す。月経有の者はなしの者に比べて、

身長、体重、BMI が有意に高かった。 

 

８）倫理的配慮  

本研究は香川栄養学園実験研究に関する倫理審査委員会に研究計画書

を提出し、調査実施の承認を得た（承認番号：第 271 号）。児童への調査の説

明は、担任がパンフレットを用いて行った。保護者には文書と調査者の連絡先

（電話番号等）が渡され、調査についての質問が自由にできるように配慮した。

同意書は、学校給食の調査のみ、また、学校給食の調査及び家庭での食事調

査の 2 種類を用意した。調査の開始にあたり、児童及び保護者より文書にて同

意を得た。 
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図１．調査のながれ

2007年 2008年
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

※1 プレテスト実施 ※2 学校給食の観察

Ａ小学校 ○●◎
Ｂ小学校 ○◎●　
Ｃ，Ｄ，Ｅ小学校 ○◎ ●　

※1　プレテスト実施（食事記録及びアンケート調査について）
※2　学校給食の観察（秤量調査のための準備）
○　学校給食1回目調査（及び家庭での食事調査）
◎　学校給食2回目調査（及び家庭での食事調査）
●　家庭での食事調査
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表1-1.　対象者数
各小学校の 小学5年生の

男女比 全児童数
（男子/女子） n=317

n (%) n (%)
Ａ小学校 54 (47.4) 55 (58.4) 1.0 119
Ｂ小学校 14 (12.3) 15 (15.9) 0.9 52
Ｃ小学校 6 (5.3) 4 (4.2) 1.5 10
Ｄ小学校 23 (20.2) 21 (22.3) 1.1 60
Ｅ小学校 17 (14.9) 26 (27.6) 0.7 76
計 114 (100.0) 121 (100.0) 0.9

対象者
n=235

男子 女子
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表1-2.　調査の項目別対象者数

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子
対象者，人 114 121 54 55 14 15 6 4 23 21 17 26

調査項目別対象者数
　学校給食の秤量調査 110 116 54 55 14 15 6 4 20 17 16 25
　家庭での食事調査 41 66 29 49 4 4 0 1 3 7 5 5
　食生活・生活習慣アンケート 112 120 52 54 14 15 6 4 23 21 17 26
　身体測定結果 114 120 54 54 14 15 6 4 23 21 17 26

Ａ小学校
n=29

Ｃ小学校 Ｄ小学校 Ｅ小学校
n=109

全小学校
n=10 n=44 n=43n=235

Ｂ小学校
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Ａ小学校 Ｂ小学校 学校給食センター
1日目 二色ごはん 中華風炊き込みごはん 二色ごはん

マカロニサラダ しゅうまい すまし汁
小松菜と桜えびのソテー ごまあえ バナナ
牛乳 みかん 牛乳

牛乳
2日目 ごはん チキンライス 麦ごはん

花しゅうまい ポテトのポタージュ 若鶏ピーナッツ和え
白菜とホタテの中華ソテー ピクルス みそ汁
かぶの即席漬け りんごゼリー 佃煮
牛乳 牛乳 ネーブル

牛乳

表1-3.　調査日の学校給食の献立
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表1-4．調査日の学校給食の提供量

全小学校2)

1日目 2日目 1日目 2日目 1日目 2日目

エネルギー kcal 730 711 731 715 694 712 701 713
たんぱく質 g 28.0 26.5 29.8 27.8 24.2 20.0 29.5 27.9
脂質 g - 20.5 23.2 17.4 17.6 21.0 18.6 24.8
カルシウム mg 350 353 361 399 335 323 344 355
マグネシウム mg 80 86 78 87 78 75 100 101
鉄 mg 3.0 2.2 2.7 2.3 1.9 1.4 2.1 2.7
亜鉛 mg 2.0 3.4 3.4 3.8 3.7 2.9 3.3 3.5

ビタミンA3) μgRE 150 320 298 242 330 286 563 199

ビタミンB1 mg 0.40 0.53 0.59 0.67 0.47 0.26 0.64 0.57

ビタミンB2 mg 0.40 0.53 0.62 0.48 0.49 0.52 0.58 0.51
ビタミンC mg 25 25 21 32 26 24 18 31
食物繊維 g 7.0 4.1 3.8 4.7 4.0 4.2 3.4 4.3
食塩相当量 g < 3.0 2.6 1.9 1.6 2.0 3.4 3.1 2.8
脂肪エネルギー比率 % 25.0-30.0 25.9 28.5 22.0 22.8 26.6 23.9 31.4

1) 学校給食摂取基準（2003)35)

2) 6日間（各小学校2日間）の学校給食の提供量の平均値
3) レチノール相当量

学校給食

摂取基準1)
B小学校 学校給食センターA小学校
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 表1-5．対象者の食生活及び生活習慣（男女別）

n (%) n (%)
朝食　学校がある日 毎日食べる 106 (94.6) 112 (93.3)

週1－2日食べない 5 (4.5) 7 (5.8)
週3－4日食べない 1 (0.9) 0 (0.0)
食べない 0 (0.0) 1 (0.8)

朝食　学校が休みの日 必ず食べる 92 (84.4) 97 (80.8)
食べないこともある 17 (15.6) 22 (18.3)
食べない 0 (0.0) 1 (0.8)

昼食　学校が休みの日 必ず食べる 96 (90.6) 100 (88.5)
食べないこともある 10 (9.4) 13 (11.5)
食べない 0 (0.0) 0 (0.0)

夕食　学校がある日 毎日食べる 112 (100) 115 (97.5)
週1－2日食べない 0 (0.0) 1 (0.8)
週3－4日食べない 0 (0.0) 0 (0.0)
食べない 0 (0.0) 2 (1.7)

夕食　学校が休みの日 必ず食べる 105 (97.2) 111 (93.3)
食べないこともある 3 (2.8) 6 (5.0)
食べない 0 (0.0) 2 (1.7)

夜食　学校がある日 毎日食べる 13 (11.8) 15 (12.6)
週1－2日食べない 15 (13.6) 7 (5.9)
週3－4日食べない 12 (10.9) 14 (11.8)
食べない 70 (63.6) 83 (69.7)

夜食　学校が休みの日 必ず食べる 15 (13.9) 15 (12.8)
食べないこともある 29 (26.9) 22 (18.8)
食べない 64 (59.3) 80 (68.4)

間食　学校がある日 毎日食べる 37 (33.6) 40 (33.3)
週1－2日食べない 35 (31.8) 50 (41.7)
週3－4日食べない 26 (23.6) 22 (18.3)
食べない 12 (10.9) 8 (6.7)

間食　学校が休みの日 必ず食べる 33 (30.6) 35 (29.7)
食べないこともある 57 (52.8) 75 (63.6)
食べない 18 (16.7) 8 (6.8)

給食のごはん・パン 残さず食べる 37 (33.3) 51 (42.9)
いつもおかわりをする 20 (18.0) 3 (2.5)
時々おかわりをする 41 (36.9) 19 (16.0)
時々残す 13 (11.7) 45 (37.8)
いつも残す 0 (0.0) 1 (0.8)

給食のおかず 残さず食べる 33 (29.5) 38 (31.9) ***
いつもおかわりをする 20 (17.9) 6 (5.0)
時々おかわりをする 39 (34.8) 30 (25.2)
時々残す 18 (16.1) 41 (34.5)
いつも残す 2 (1.8) 4 (3.4)

給食の牛乳 毎日かかさず飲む 108 (96.4) 105 (87.5)
週に2－3回飲まないことがある 2 (1.8) 3 (2.5)
時々残す 2 (1.8) 10 (8.3)
ほとんど飲まない 0 (0.0) 2 (1.7)

テレビを見るか 毎日見る 94 (84.7) 106 (88.3)
週に2－3回見る 7 (6.3) 3 (2.5)
週に4－5回見る 7 (6.3) 8 (9.3)
ほとんど見ない 3 (2.7) 3 (6.7)

テレビを一日何時間見るか 3時間以上 32 (29.6) 39 (33.3)
2－3時間 22 (20.4) 30 (25.6)
1－2時間 39 (46.0) 33 (28.2)
1時間以内 15 (36.1) 15 (12.8)

テレビゲームなどで遊ぶか 毎日遊ぶ 25 (13.9) 9 (7.6) ***
週に2－3回遊ぶ 36 (32.1) 36 (30.3)
週に4－5回遊ぶ 23 (20.5) 12 (10.1)
ほとんど遊ばない 28 (25.0) 62 (52.1)

テレビゲームなど一日何時間遊ぶか 3時間以上 6 (7.1) 2 (3.6)
2－3時間 7 (8.3) 6 (10.7)
1－2時間 26 (31.0) 15 (26.8)
1時間以内 45 (53.6) 33 (58.9)

現在、学校や地域でのクラブ活動や学習
塾などの習い事に通っているか

いいえ 11 (9.8) 11 (9.2)

はい 101 (90.2) 108 (90.8)
便通 ほぼ1日1回出る 74 (68.5) 49 (42.2)

だいたいよい 30 (27.8) 61 (52.6)
どちらかというと便秘 3 (2.8) 5 (4.3)
どちらかというと下痢気味 1 (0.9) 1 (0.9)

現在、病気などの理由で食べ物について
制限があるか

ない 107 (95.5) 112 (94.1)

ある 5 (4.5) 7 (5.9)
食べ物によるアレルギー（過去1年以内） ない 98 (87.5) 105 (90.5)

ある 14 (12.5) 11 (9.5)
月経 ない - 101 (84.2)

ある - 19 (15.8)

*** p  < 0.001, χ2検定

n=112 n=120
男子 女子
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表1-6-1．対象者の身長、体重、ＢＭＩ、肥満度（男子）

身長, cm 140.7 ± 5.6 141.5 ± 4.9 140.3 ± 7.1 141.8 ± 7.0 139.2 ± 4.8 140.3 ± 6.8
体重, kg 35.1 ± 7.2 34.2 ± 5.4 37.5 ± 7.9 35.2 ± 7.3 34.3 ± 5.2 37.1 ± 12.3

BMI, kg/m2 17.6 ± 2.8 17.0 ± 2.1 18.8 ± 2.6 17.4 ± 2.7 17.6 ± 2.1 18.6 ± 5.0

肥満度 n (%) n (%) n (%) n (%) n (%) n (%)
　やせ傾向 2 (1.8) 2 (3.7) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)
　普通 102 (89.5) 51 (94.4) 11 (78.6) 5 (83.3) 21 (91.3) 14 (82.4)
　肥満傾向 10 (8.8) 1 (1.9) 3 (21.4) 1 (16.7) 2 (8.7) 3 (17.6)

平均値±標準偏差

表1-6-2．対象者の身長、体重、ＢＭＩ、肥満度（女子）

身長, cm 140.2 ± 5.6 140.1 ± 4.3 139.6 ± 9.1 140.8 ± 7.8 141.3 ± 4.5 140.0 ± 6.4
体重, kg 33.6 ± 6.3 32.8 ± 5.6 33.0 ± 7.5 32.3 ± 7.2 34.9 ± 5.5 34.6 ± 7.5

BMI, kg/m2 17.0 ± 2.5 16.7 ± 2.2 16.8 ± 2.4 16.1 ± 2.0 17.5 ± 2.4 17.5 ± 3.0

肥満度 n (%) n (%) n (%) n (%) n (%) n (%)
　やせ傾向 5 (4.2) 3 (5.6) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 2 (7.7)
　普通 106 (88.3) 49 (90.7) 13 (86.7) 4 (100) 20 (95.2) 20 (76.9)
　肥満傾向 9 (7.5) 2 (3.7) 2 (13.3) 0 (0.0) 1 (4.8) 4 (15.4)

平均値±標準偏差

表1-6-3．月経の有無別の身長、体重、ＢＭＩ、肥満度（女子）

身長, cm 139.5 ±5.4 143.9 ±5.8 **
体重, kg 32.6 ±5.6 39.1 ±6.9 ***

BMI, kg/m
2 16.7 ±2.2 18.8 ±2.7 ***

肥満度 n (%) n (%)
　やせ傾向 4 (4.0) 0 (0.0)
　普通 90 (90.0) 16 (84.2)
　肥満傾向 6 (6.0) 3 (15.8)

平均値±標準偏差，** p <0.01　*** p <0.001
対応のないt検定

Ａ小学校 Ｂ小学校 Ｃ小学校 Ｄ小学校 Ｅ小学校
n=120 n=54 n=15

Ｅ小学校
n=114

n=4 n=21

n=54 n=14 n=6 n=23

n=26
全小学校

n=100 n=19
月経ない 月経ある

n=17
全小学校 Ａ小学校 Ｂ小学校 Ｃ小学校 Ｄ小学校

 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

第２章 学校給食の配食及び摂取の実態 
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Ｉ．はじめに 

日本では、1889 年（明治 22 年）に最初の学校給食が山形県で提供された

14)。戦時中、学校給食は一時中断されていたが、1946 年（昭和 21 年）に再び

開始され、1954 年（昭和 21 年）には学校給食法が制定された。学校給食の目

的の１つは、児童の栄養の改善及び健康の増進である。そして、児童の望まし

い食習慣の形成に寄与することも期待されている 32)。2009 年（平成 21 年）には、

99.2％の小学校で学校給食が堤供されていた（完全給食 98.1％、補食給食

0.5%、ミルク給食 0.6%）21)。現在、学校給食については、文部科学省より「学

校給食実施基準」（2008 年（平成 20 年）改訂）が示されている。エネルギー、た

んぱく質、脂質、食塩相当量 (ナトリウム)、カルシウム、鉄、マグネシウム、亜鉛、

ビタミン A、ビタミン B1、ビタミン B2、ビタミン C、食物繊維について基準が設定さ

れており、年齢は 6－7 歳、8－9 歳、10－11 歳、12－14 歳に区分されているが、

性別による設定はされていない。また、基準の使用にあたっては、個々の児童

生徒の健康及び生活活動等の実態並びに地域の実情に十分配慮し、弾力的

に運用すること、としている 19)。 

一方、献立を含めた学校給食の評価としては、提供された食事について、通

常、残菜量が把握される。そして、多くの場合、残菜量は、クラス、学年、学校ま

たはセンターごとに把握される 54)。従って、学校給食が個々の児童にどのように

配食、また摂取されたかの評価にはつながりにくい。これまでに Gray ら及び

Templeton らは、個々の児童の摂取量の把握を試みている 56,57)。しかしながら、

各児童への実際の配食量と最終的な摂取量の実測をした報告はほとんどない

11)。そこで、本研究では、児童が学校給食を配食するという方法で行われてい

る日本の学校給食において、小学 5 年生の配食と摂取の実態を明らかにする

ことを目的とした。さらに、配食量や摂取量における性差や体格についても検討

した。 
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ＩＩ．方法  

 第 1 章 3．小学 5 年生の食事調査 方法 参照  

 

１．解析対象者  

東京都（2 校）及び岡山県（3 校）の小学校に在籍する５年生（10－11 歳）で

調査への同意が得られた児童 235 名のうち、調査日に欠席し、2 日間の学校給

食の調査を完了しなかった 14 名及び身体計測値に欠損のあった 1 名を除外し

た 220 名（男子 108 名、女子 112 名）を解析の対象とした。 

 

２．統計解析  

解析には SPSS（バージョン 15.0）を用いた。2 日間の学校給食の平均値を算

出し、解析に用いた。栄養素等及び食品群別摂取量については、あらかじめ

分布の正規性の確認を行った。正規性の確認は、Shapiro-Wilk の検定により

行った。歪度の絶対値が 2.0 以上の栄養素及び食品群別摂取量については

Mann-Whitney の U 検定により男女の比較を行った。正規分布を示した栄養素

等及び食品群別摂取量については、男女の比較を対応のない t 検定により行

った。おかわりの有無別における体格及び摂取量等、また、食べ残しの有無別

における体格及び摂取量等の比較には対応のない t 検定を行った。体格と摂

取量等の関係はピアソンの相関係数検定によって分析を行った。おかわりと食

べ残しの男女の比較にはカイ二乗検定を行った。差が p<0.05 のとき有意と判

断した。 

 

ＩＩＩ．結果  

１．解析対象者  

解析対象者は男子 108 名、女子 112 名である。各学校の解析対象者数を
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表 2-1 に示した。 

 

２．おかわり及び食べ残しの有無とアンケートによる習慣的な学校給食の食べ

方  

おかわりと食べ残しの有無、おかわり及び食べ残しの有無別とアンケートによ

る習慣的な学校給食の食べ方について表 2-2 に示した。2 日間の調査期間中、

1 日でもおかわりをした者は、女子よりも男子に多かった（男子（おかわりなし：

26.9%、おかわりあり：73.1%）、女子（おかわりなし：50.9%、おかわりあり：49.1%）

p<0.001）。2 日間の調査期間中、1 日でも食べ残しがあった者は、男女共に 4

割であった。 

おかわり及び食べ残しの有無別のアンケートによる習慣的な学校給食の食

べ方について、ごはんを「いつもおかわりする」と答えた男子 19 名のうち、調査

日におかわりした者は 17 名、「いつもおかわりする」と答えた女子 3 名のうち、調

査日におかわりした者は 2 名だった。おかずについても、「いつもおかわりする」

と答えた男子 18 名のうち、調査日におかわりした者は 17 名、「いつもおかわり

する」と答えた女子 6 名は、全員が調査日におかわりをした。食べ残しについて

は、おかずを「いつも残す」と答えた男子 2 名は、2 名とも調査日におかずを残し、

「いつも残す」と答えた女子 3 名のうち、調査日におかずを残した者は 2 名だっ

た。 

 

３．提供量、最初の配食量、おかわり、総配食量、食べ残し、摂取量  

 学校給食の提供量、最初の配食量、おかわり、総配食量、食べ残し、摂取量

を表 2-3-1、2-3-2 に示した。エネルギーについて、最初の配食量、おかわり、総

配食量、摂取量において男子の量が女子の量よりも有意に多かった（最初の

配食量（男子：627kcal、女子：601kcal、 p<0.01）、おかわり（男子：124kcal、女
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子 ： 36kcal ） 、 総 配 食 量 （ 男 子 ： 751kcal 、 女 子 ： 637kcal ） 、 摂 取 量 （ 男 子 ：

746kcal、女子：631kcal）p<0.001）。総配食量の全ての栄養素とビタミン C を除

く栄養素の摂取量について、男子の量が女子の量よりも有意に多かった。総配

食量と摂取量の変動係数はいずれの栄養素等についても男子は女子よりも大

きかった。食べ残しの栄養素等について、性差はなかった。表には示していな

いが、女子において月経の有無別による提供量、最初の配食量、おかわり、総

配食量、食べ残し、摂取量のいずれにおいても有意な差はなかった。 

 

４．おかわり及び食べ残しの有無と体格、最初の配食量、総配食量、摂取量  

 おかわりの有無と体格、最初の配食量、総配食量、摂取量を表 2-4 に、食べ

残しの有無と体格、最初の配食量、総配食量、摂取量を表 2-5 に示した。男女

共におかわりの有無と身長、体重、BMI、最初の配食量には違いがなかった。

男女共におかわりなしの者はありの者に比べて総配食量、摂取量が有意に少

なかった（男子（総配食量 おかわりなし：644kcal、おかわりあり：791kcal、摂取

量 おかわりなし：630cal、おかわりあり：789kcal）、女子（総配食量 おかわりな

し：609kcal、おかわりあり：667kcal、摂取量 おかわりなし：600cal、おかわりあ

り：662kcal）p<0.001）。食べ残しの有無について、女子のみ食べ残しなしの者

は食べ残しありの者に比べて最初の配食量が有意に少なかった（食べ残しな

し：585kcal、食べ残しあり：623kcal、p<0.05）。 

 体格と最初の配食量、総配食量、摂取量のエネルギーとの相関について表

2-6 に示した。男女共に身長と最初の配食量、総配食量、摂取量には相関が

認 められなかった。体 重 については男 女 共 に摂 取 量 と相 関 がみられ（男 子

r=0.237 p<0.05、女 子 r=0.194 p<0.05）、BMI については総 配 食 量 （男 子

r=0.207 p<0.05、女子 r=0.200 p<0.05）、摂取量（男子 r=0.215 p<0.05、女子

r=0.214 p<0.05）において相関がみられた。 
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ＩＶ．考察  

１．学校給食の食べ方における男女差  

本研究では、最初の配食量において、既に男女差があり、おかわり、総配食

量、摂取量においても男女差が認められた。摂取量と学校給食摂取基準 18)を

比較した場合、男子については食物繊維の平均値のみ学校給食摂取基準を

下回っていた。しかし、女子についてはエネルギー、たんぱく質、カルシウム、鉄、

食物繊維の平均値について学校給食摂取基準を下回っていた。男女共に摂

取量が学校給食摂取基準を下回っていた食物繊維については、調査日の提

供量の平均値が 4.1g（学校給食摂取基準は 7.0g）、鉄については、調査日の

提供量の平均値が 2.2mg（学校給食摂取基準は 3.0mg）であったこと（第 1 章 

表 1-4）が結果に影響している可能性は否定できない。 

食 事 摂 取 基 準 に お い て 、 推 定 エ ネ ル ギ ー 必 要 量 （ Estimated Energy 

Requirement: EER）及びいくつかの栄養素については男女別に値が設定され

ている 51)。しかし、学 校 給 食 摂 取 基 準 には男 女 別 の値 は設 定 されていない

18,19)。韓国では男女別、学年別に学校給食摂取基準が設定されている 77)。英

国では、共学の学校とは別に、共学ではない中学校用に男女別の学校給食摂

取基準が示されている 78)。これらのことから、日本の学校給食摂取基準におい

ても男女差を考慮する必要性が考えられた。しかし、日本の小学校ではそのほ

とんどが共学であること、また、児童自身が配食に参加する日本の学校給食の

特徴等を考慮すれば、日本の学校給食において、特に 10－11 歳の成長段階

にある児童について 79)、学校給食摂取基準に男女別の基準を組み込むか否

かについては、その必要性と実行可能性の観点から、さらなる検討が必要であ

ると考える。 

 

２．学校給食の食べ方と体格  
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本研究では、男女ともに摂取量と体重及び BMI に相関がみられた。カナダや

香港における先行研究でも、摂取量と BMI との間に有意な関係があったことが

報告されている 80,81)。本研究において、女子よりも男子においておかわりをする

者が多く、おかわりにより、摂取量が最初の配食量を上回った。また、総配食量

と摂取量の変動係数は、いずれの栄養素等についても男子は女子よりも大きか

った。従って、おかわりを含めた総配食量と摂取量の個人差は、男子の方が女

子よりも大きかったと考えることができる。このようなことから、男子においておか

わりは、身体の大きさに合わせた摂取量へ調整するために現実的な方法である

といえる。また、女子においては、おかわりをする者が男子に比べて少ないこと、

月経がある者は月経がない者に比べて体格が大きいにもかかわらず（小学 5 年

生の食事調査 方法 表 1-6-3）、食事摂取量には違いがなかったことを考慮し、

最初の配食量を適切に行うための配慮が必要であると考える。女子において、

おかわりをする者が少なかったことの原因として、最初の配食量と BMI との間に

相関がみられたことがあげられる。次に、学校給食摂取基準におけるエネルギ

ー量は男子と女子の EER の平均値を用いて設定されていることがあげられる 18)。

本結果において、女子のみ食べ残しなしの者は、食べ残しありに比べて最初の

配食量が有意に少なかった。このようなことからも、学校給食摂取基準に基づく

提供量及び最初の配食量は何人かの女子にとって、既に十分あるいは過多で

ある可能性が考えられた。 

 

３．調査日の学校給食の摂取状況とアンケートによる習慣的な学校給食の食べ

方について 

 本調査において、最初の配食量で既に男女差があったこと、男子の 73.1%、

女子の 49.1%がおかわりをしていたこと、男子の 46.3%、女子の 42.0%に食べ残

しがあったことから、児童の学校給食の摂取量の把握には、配食量または摂取
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量を秤量するだけでは十分でなく、おかわりや食べ残しを把握することも必要で

あると考えられる。Baxter らは、学校給食の観察調査は児童の 24 時間思い出

し法の思い出しに影響を与えないとの報告をしている 82,83)。本研究では、学校

給食の主食やおかずの習慣的な食べ方についてアンケートを行った。その結

果、調査期間中の児童の学校給食の食べ方と調査日以外の習慣的な学校給

食の食べ方は類似していた。このことにより、本研究においても、調査員の存在

が児童の学校給食の食べ方に大きな影響を与えた可能性は低いと考えられた。

従って、学校給食の秤量調査にこのようなアンケートを組み合わせて調査を行う

ことで、秤量調査の結果が習慣的な食べ方と乖離していないかを確認すること

ができると考える。 

 

４．配食について 

 本研究で対象となった小学校では、いずれの小学校においても児童が配食

を担当した。各クラスの配食の方法として、配食時点で児童全員にほぼ均等に

盛り付ける、一旦ほぼ均等に盛りつけた後、食べきれないと判断した児童は喫

食前にその分量を食缶に戻すことを可能とする、配食時に児童が少なめや多

め等、盛り付けの要望を配食担当児童に伝えることを可能とする等、各クラスの

担任の指導方針に違いがあった。本研究では、このことが児童の摂取量に何ら

かの影響を与えたか否かについては検討できていない。 

 

５．調査の限界  

 本調査は小学 5 年生を対象に実施した。小学 5 年生では男女で身長に違い

はないが、体重に差が出てくる時期であること 3)、女子については初経年齢であ

ること 84)等から性差が明らかである。従って、体格に性差が少ない低学年の学

校給食の摂取量において、小学 5 年生を対象に実施した本結果のような性差
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が存在するかどうかは不明である。また、小学 1 年生から繰り返し行われてきた

ことで培われたと考えられる配食の技術等も考慮すれば、小学 5 年生未満また

は小学 6 年生の児童においては調査の結果が異なるであろうことが予想される。

さらに、本調査は東京都と岡山県の 5 校で実施した結果であるので、結果の一

般化については限界がある。しかしながら、対象者の体格を学校保健統計調

査結果 85)と比較すると、この集団が特異な集団ではないことが理解できる。 

 

Ⅴ．まとめ 

本研究で対象となった小学校では、いずれの小学校においても児童が配食を

担当しており、最初の配食量において男女差があった。おかわりをする者は女

子よりも男子に多く、食べ残しについては男女差が認められなかった。おかわり

を含めた総配食量と摂取量の個人差は、男子の方が女子よりも大きかった。従

って、学校給食の摂取量の把握には、おかわりを含む配食量と食べ残しを調査

した上での摂取量を把握することが必要であると考えられた。摂取量と学校給

食摂取基準 18)を比較した場合、男子については食物繊維の平均値のみ学校

給食摂取基準を下回っていた。しかし、女子についてはエネルギー、たんぱく

質、カルシウム、鉄、食物繊維の平均値について学校給食摂取基準を下回っ

ていた。男女共に摂取量と体重及び BMI に相関が認められたが、身長につい

ては摂取量との相関は認められなかった。 
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表2-1.　解析対象者

対象者，人

身長，cm 140.9 ±5.4 140.4 ±5.6 141.4 ±4.9 140.3 ±4.3 141.6 ±5.3 139.6 ±9.1 140.1 ±6.1 140.9 ±5.6

体重，kg 35.2 ±7.1 33.8 ±6.3 34.0 ±5.2 33.2 ±5.5 38.5 ±7.1 33.0 ±7.5 35.7 ±8.9 34.9 ±6.8

BMI，kg/m2 17.6 ±2.8 17.1 ±2.5 16.9 ±2.0 16.8 ±2.2 19.1 ±2.5 16.8 ±2.4 18.0 0 3.5 17.5 ±2.7

平均値±標準偏差

Ａ小学校
n=104

男子 女子

全小学校
n=220

男子 女子 男子 女子 男子 女子

Ｂ小学校
n=28

学校給食センター
n=88

42 46108 112 53 51 13 15
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表2-2．おかわりと食べ残しの有無、おかわりと食べ残しの有無別のアンケートによる習慣的な学校給食の食べ方

n (%) n (%)
おかわり

なし 29 (26.9) 57 (50.9) ***
あり 79 (73.1) 55 (49.1)

食べ残し
なし 58 (53.7) 65 (58.0)
あり 50 (46.3) 47 (42.0)

おかわり  

　ごはん なし 2 (10.5) 24 (61.5) 1 (33.3) 11 (61.1)
あり 17 (89.5) 15 (38.5) 2 (66.7) 7 (38.9)

  

　おかず なし 1 (5.6) 10 (26.3) 0 (0.0) 9 (31.0)
あり 17 (94.4) 28 (73.7) 6 (100) 20 (69.0)

食べ残し

　ごはん なし 10 (83.3) 0 (0.0) 35 (87.5)
あり 2 (16.7) 1 (100) 5 (12.5)

　おかず なし 0 (0.0) 2 (12.5) 1 (33.3) 16 (41.0)
あり 2 (100) 14 (87.5) 2 (66.7) 23 (59.0)

***p <0.001, χ
2
検定

1) 「ご飯・パン」と「おかず」のそれぞれについて、どのくらい食べていますか？との問いに対する回答

n=19 n=39 n=3 n=18

n=18

いつもおかわりする
1)

ときどきおかわりする
1)

いつもおかわりする
1)

男子 女子

n=38 n=6 n=29

- n=12 n=1 n=40

ときどきおかわりする
1)

n=108 n=112

n=2 n=16 n=3 n=39

いつも残す1) ときどき残す1) いつも残す1) ときどき残す1)
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表2-4．おかわりの有無と体格、最初の配食量、総配食量、摂取量

mean SD mean SD mean SD mean SD
身長, cm 139.7 ± 5.5 141.4 ± 5.4 140.5 ± 5.4 140.3 ± 5.9
体重, kg 33.8 ± 6.3 35.7 ± 7.4 33.2 ± 5.7 34.5 ± 6.9

BMI, kg/m
2 17.2 ± 2.3 17.8 ± 3.0 16.7 ± 2.1 17.4 ± 2.7

エネルギー
　最初の配食量，kcal 644 ± 66 621 ± 82 609 ± 74 593 ± 56
　総配食量，kcal 644 ± 66 791 ± 144 *** 609 ± 74 667 ± 82 ***
　摂取量，kcal 630 ± 77 789 ± 146 *** 600 ± 76 662 ± 86 ***
平均±標準偏差,　***p <0.001, 対応のないt検定

n=55n=57

女子
おかわりなし おかわりあり

男子
おかわりなし おかわりあり

n=29 n=79
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表2-5．食べ残しの有無と体格、最初の配食量、総配食量、摂取量

mean SD mean SD mean SD mean SD
身長, cm 141.1 ± 4.8 140.7 ± 6.1 140.9 ± 5.3 139.8 ± 6.1
体重, kg 35.1 ± 6.2 35.3 ± 8.2 34.5 ± 6.6 32.9 ± 5.9

BMI, kg/m
2 17.5 ± 2.4 17.7 ± 3.3 17.3 ± 2.6 16.8 ± 2.2

エネルギー
　最初の配食量，kcal 617 ± 75 639 ± 81 585 ± 60 623 ± 67 *
　総配食量，kcal 767 ± 147 733 ± 138 631 ± 87 646 ± 76
　摂取量，kcal 767 ± 147 721 ± 147 631 ± 87 630 ± 85
平均±標準偏差,　*p <0.05, 対応のないt検定

食べ残しなし 食べ残しあり 食べ残しなし 食べ残しあり
n=58 n=50 n=65 n=47

男子 女子
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表2-6．体格と給食のエネルギー量との相関
男子 女子
n=108 n=112

r r
身長
　最初の配食量 -0.021 0.052
　総配食量 0.169 0.032
　摂取量 0.178 0.088

体重
　最初の配食量 -0.037 0.192 *
　総配食量 0.228 * 0.161
　摂取量 0.237 * 0.194 *

BMI
　最初の配食量 -0.027 0.230 *
　総配食量 0.207 * 0.200 *
　摂取量 0.215 * 0.214 *
*p <0.05, Pearsonの相関係数検定  



 

 

 

 

 

第３章 児童の食事摂取量に対する学校給食の寄与 
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Ｉ．はじめに 

 学童期は心身ともに発育が著しい時期である 1)。学校給食はその回数と質の

観点から、学童期の食事において大きな役割を担っている。2009 年（平成 21

年 ）には、99.2％の小 学 校 において学 校 給 食 （完 全 給 食 98.1%、補 食 給 食 

0.5%、ミルク給食 0.6%）が実施されていた 21)。現在、学校給食は、文部科学

省より示された「学校給食摂取基準」に沿って食事計画が行われている。年齢

は 6－7 歳、8－9 歳、10－11 歳、12－14 歳に区分されており、性別による設定

はされていない。基準の使用にあたっては、個々の児童生徒の健康及び生活

活動等の実態並びに地域の実情に十分配慮し、弾力的に運用することとして

いる 19)。1 日全体としての学童期の食事に関しては、学校給食のある日を対象

とした食事内容と体位についての報告がある 60,61)。しかし、学校給食のない日

も含めて食事摂取量を検討した報告は少ない 11)。次に給食管理の観点から、

給食についての食事摂取量の評価を行う場合についてであるが、この場合、給

食に由来するもののみならず、全ての食事を対象とする。その中で、全体の食

事への給食の寄与についての情報を得ることが望ましいとされている 51)。しかし、

給食管理業務の中で給食以外の食事摂取量を把握するためには、食事調査

を実施する等が必要となるため、全体の食事への給食の寄与、または食事区

分別の食事摂取状況については、学童期の児童に関する報告 11)、成人につ

いての報告 71)共に少ない。そこで、本研究では、学校給食のある日と学校給食

のない日の栄養素等別及び食品群別の摂取量から、児童の食事摂取量に対

する学校給食の寄与について評価することを目的とした。 

 

ＩＩ．方法  

 第 1 章 3．小学 5 年生の食事調査 方法 参照  
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１．解析対象者  

東京都（2 校）及び岡山県（3 校）の小学校に在籍する 5 年生（10－11 歳）で

調査への同意が得られた児童 107 名のうち、3 日間の調査を完了しなかった者

12 名、身体計測値のない者 1 名を除外した 94 名（男子 38 名、女子 56 名）を

解析の対象とした。 

 

２．統計解析  

 データ解析には SPSS（バージョン 15.0）を用いた。学校給食のある日の栄養

素等摂取量については 2 日間の平均値を用いた。栄養素等及び食品群別摂

取量については、あらかじめ分布の正規性の確認を行った。正規性の確認は、

Shapiro-Wilk の検定により行った。歪度の絶対値が 2.0 以上で対数変換後の

歪度の絶対値が 1.0 未満になったものについては対数変換後の平均値を解析

に用いた。表記の際には、算術平均値を記載した。学校給食のある日及び学

校給食のない日の食事区分別の栄養素等及び食品群の摂取量、食事全体に

占める昼食の割合、1,000kcal 当たりの栄養素摂取量の比較には対応のある t

検定を行った。群間の差は p<0.05 のとき有意と判断した。 

 

ＩＩＩ．結果  

１．解析対象者  

解析対象者は男子 38 名、女子 56 名である。各学校の解析対象者数を表

3-1 に示した。 

 

２．学校給食のある日と学校給食のない日の食事摂取量  

学校給食のある日と学校給食のない日の食事区分別の栄養素等摂取量を

男女別に表 3-2-1、3-2-2 に示した。1 日の全体の食事として、男女ともカルシウ
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ムとビタミンＢ１において、学校給食のない日よりもある日に摂取量が有意に多く

（男子（カルシウム ある日：865mg、ない日：617mg p<0.001、ビタミン B1 ある

日：1.35mg、ない日：0.99mg p<0.001）、女子（カルシウム ある日：749mg、な

い 日 ： 520mg p<0.001 、 ビ タ ミ ン B1 あ る 日 ： 1.14mg 、 な い 日 ： 0.87mg 

p<0.001））、食塩においては学校給食のない日よりもある日に摂取量が有意に

少なかった（男子（ある日：9.1g、ない日：10.1g p<0.05）、女子（ある日：7.8g、な

い日：10.0g p<0.001））。食事区分別にみると男女ともに昼食と間食において学

校給食のある日とない日の栄養素等の摂取量には違いがあった。昼食では、

男女ともエネルギー、たんぱく質、カルシウム、マグネシウム、鉄、亜鉛、ビタミン

Ａ、ビタミンＢ１、ビタミンＢ２において学校給食のない日よりもある日に摂取量が

有意に多かった。食塩においては学校給食のない日よりもある日に摂取量が有

意 に少 なかった（男 子 （ある日 ：2.3g、ない日 ：3.5g p<0.001）、女 子 （ある日 ：

1.7g、ない日：3.5g p<0.001））。学校給食のある日の昼食のビタミン B1 摂取量

について、表中の数値は米への強化栄養素（A 小学校：0.30mg/1 人分の提供

量、C、D、E 小学校：0.25mg/1 人分の提供量）が含まれた数値である。ビタミン

B1 が強化された米は、5 校のうち 4 校で使用されていた。 

学 校 給 食 のある日 と学 校 給 食 のない日 の食 品 群 別 摂 取 量 を男 女 別 に表

3-3-1、3-3-2 に示した。1 日の全体の食事として、男女共に野菜類、乳類にお

いて学校給食のない日よりもある日に摂取量が有意に多かった（男子（野菜類  

あ る 日 ： 317.1g 、 な い 日 ： 228.9g  p<0.001 、 乳 類  あ る 日 ： 413.6g 、 な い 日 ：

235.4g p<0.001）、女子（野菜類 ある日：270.8g、ない日：198.4g p<0.001、乳

類  ある日：347.5g、ない日：169.2g p<0.001））。昼食では、男女共に豆類と乳

類において、学校給食のない日よりもある日に摂取量が有意に多く、嗜好飲料

類においては学校給食のない日よりもある日に摂取量が有意に少なかった。 

表には示していないが、調査期間中、朝食、昼食、夕食のいずれに関しても
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欠食した児童はいなかった。調査期間中、1 日も間食をしなかった児童は男女

各 1 名であった。 

 

３．食事全体における学校給食及び家庭での昼食の寄与  

食事全体における学校給食のある日の昼食及び学校給食のない日の昼食

の栄養素等及び食品群の摂取量の割合を男女別に表 3-4 に示した。女子に

おいて、食事全体における昼食のエネルギーの割合は、学校給食のない日に

比べて学校給食のある日の割合が有 意に高かった（ある日：32.9%、ない日：

28.4% p<0.001）。男女共に、たんぱく質、カルシウム、マグネシウム、鉄、亜鉛、

ビタミン B1、ビタミン B2 について学校給食のない日の昼食に比べて学校給食の

ある日の昼食の摂取量の割合が高かった。食塩については、男女共に学校給

食のない日の昼食に比べて学校給食のある日の昼食の摂取量の割合が有意

に低かった（男子（ある日：24.7%、ない日：33.6% p<0.001））、女子（ある日：

21.9%、ない日：34.7% p<0.001））。 

学校給食のある日と学校給食のない日の 1 日全体と昼食における 1,000kcal

当たりの栄養素摂取量を表 3-5 に示した。男女共に昼食の 1,000kcal 当たりの

栄養素摂取量において、学校給食のない日に比べて学校給食のある日のエネ

ルギーに対する栄養素の密度が高かった栄養素はカルシウムとビタミン B1 であ

った（男子（カルシウム  ある日：508mg、ない日：253mg p<0.001、ビタミン B1 

ある日：0.80mg、ない日：0.56mg p<0.01）、女子（カルシウム  ある日：551mg、

な い 日 ： 205mg  p<0.001 、 ビ タ ミ ン B1 あ る 日 ： 0.84mg 、 な い 日 ： 0.45mg 

p<0.001）。食塩については、男女共に学校給食のない日に比べて学校給食の

ある日のエネルギーに対する栄養素の密度が有意に低かった（（男子（ある日：

2.9g、ない日：5.7g p<0.001））、女子（ある日：2.7g、ない日：6.8g p<0.001））。

全体の食事についても男女共に同様の結果であった。 
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ＩＶ．考察  

１．学校給食のある日と学校給食のない日の食事摂取量  

学校給食のある日と学校給食のない日の栄養素等及び食品群の摂取量に

は違いがあった。この違いを食事区分別にみると、昼食の摂取量において違い

があった。小学 5 年生の学校給食のある日とない日の栄養素等の摂取量を調

査した報告書によれば、脂質及びビタミン B1 を除く栄養素等の摂取量は、学校

給食のない日に比べてある日に多かったとされている 11)。しかし、本研究におい

て、ビタミン B1 の摂取量は、学校給食のない日に比べてある日に多かった。この

理由として、本研究の調査対象校では強化米が使用されていたため、栄養素

等摂取量を計算する際、学校給食の米に強化された栄養素を含めたことが摂

取量に影響したと考えられる。本研究では食塩のみ、学校給食のない日よりも

ある日に摂取量が少なかった。これは、食品群別摂取量において、調味料の摂

取量が、学校給食のない日よりもある日に摂取量が少なかったことと関係してい

ると考えられる。 

食品群別では野菜類と乳類において、学校給食のない日よりもある日に摂

取量が多く、食事区分別にみると男女ともに昼食において、摂取量が有意に異

なっていた。嗜好飲料においては、学校給食のない日よりもある日に摂取量が

少なかった。このことから、学校給食では牛乳を摂取するが 21,29)、家庭での昼

食では、牛乳以外の飲料を摂取していると考えられる。乳類について、朝食、

夕食、間食では学校給食のある日とない日の摂取量に違いがなかったことから、

学校給食で摂取される牛乳が、1 日全体の乳類の摂取量の違いに影響を与え

ていると考えられた。 

 

２．児童の食事摂取量に対する学校給食の寄与  

本研究では、学校給食のある日の昼食（学校給食）と学校給食のない日の昼
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食（家庭での食事）について、食事全体に占める昼食の割合を算出した。その

結果、カルシウムとビタミン B1 について、家庭の昼食に比べて学校給食の摂取

量において、食事全体に占めるカルシウムとビタミン B1 の摂取量の割合が高か

った。また、エネルギーに対する栄養素の密度についても同様の結果であった。

このことに関して、これらの栄養素に関する基準値の設定が関係しているためと

考えられる。つまり、カルシウムについて、「学校給食実施基準」18)では、1 日の

所要量の 50%を基準にしており、現在の「学校給食摂取基準」19)においても食

事 摂 取 基 準 に示 されている目 標 量 （Tentative Dietary Goal for Preventing 

Life-style Related Diseases: DG）の 50%を基準にしている。ビタミン B1 について

も、「学校給食実施基準」18)では、1 日の所要量の 40%を基準にしており、現在

の「学 校 給 食 摂 取 基 準 」 19)においても食 事 摂 取 基 準 に示 されている推 奨 量

（Recommended Dietary Allowance: RDA）の 40%を基準にしている。しかし、エ

ネルギーの摂取量については、「学校給食実施基準」18)では、1 日の所要量の

33%を基準にしており、現在の「学校給食摂取基準」19)においても食事摂取基

準の値とその他の調査を考慮して求められた男女の 1 日のエネルギー必要量

の平均の 1/3 を基準にしている。このように、学校給食ではエネルギーに比して

カルシウムとビタミン B1 等を多く摂取できるように献立の工夫がなされているとい

える。具体的には、本研究の対象となった小学校の献立において、牛乳を毎日

提供する、ビタミン B1 が強化されている米を用いる等であった。他国の学校給

食の基準をみてみると、英国は日本と同様、学校給食で提供する 1 日当たりの

割合を栄養素によって設定している 86)。例えば、エネルギーは推定平均必要

量（Estimated Average Requirement：EAR)の 30％、カルシウムは Reference 

Nutrient Intake (RNI:日本の RDA と同様 )の 40%等である。しかし、韓国や米

国においては、学校給食の基準は全ての栄養素について RDA の 1/3 を提供す

ることとしている 77,87)。今後の学校給食摂取基準の改定にあたっては、これら他
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国の基準やその基準によって提供された学校給食の摂取状況は参考になると

考えられる。 

 

３．間食の割合について 

間食について、1 日のエネルギーに占める割合は学校給食のある日（男子

13.0%、女子 12.2%）、ない日（男子 9.1%、女子 10.2%）であり、先行の報告書

（男子 10%、女子 11%）11)と同様の結果であった。また、3 日間の調査期間のう

ち、男女あわせて 9 割以上の児童が間食を摂取していた。間食について、栄養

素別摂取量によれば、たんぱく質よりも炭水化物や脂質が中心であり、カルシウ

ムを除くミネラルやビタミンの摂取量は多くないことがわかる。また、食品群別摂

取量では、学校給食のない日の間食において、乳類と菓子類が各々平均値で

20～30ｇ摂取されていた。小学生によく食べるおやつ（34 項目）について質問し

た結果によれば、1 位がスナック菓子、2 位がチョコレート、3 位があめとされてい

た。15 位まで報告されているが、その中で、果物はみかんが 7 位、乳製品ではヨ

ーグルトが 13 位であった 88)。これらのことから、学童期の栄養管理において、1

日のエネルギーの 1 割程度の間食を考慮することは現実的であるが、食事全体

の栄養素等摂取量や食品群別摂取量を参考にして、ミネラルやビタミンの摂取

等、間食の内容について配慮することが必要であると考えられた。間食におい

てミネラルやビタミンを摂取することが可能になれば、エネルギーに比して栄養

素を多く摂取するような現行の「学校給食摂取基準」19)の設定を検討する必要

も生じるであろうことが考えられた。 

 

４．児童の食事調査における調査日について 

 本研究では、学校給食のある日について 2 日間、学校給食のない日について

は 1 日の食事調査を行った。その結果、学校給食のある日とない日の栄養素
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等及び食品群の摂取量には違いがあることが明らかとなった。従って、児童の

食事摂取量の把握の際には、学校給食のある日とない日の両日を含めた複数

日の調査を行うことが必要であると考えられた。 

 

５．調査の限界  

食事調査の問題として、栄養素等摂取量には日間変動が存在するため複

数日の調査が必要である 35)。しかし、本研究において、学校給食のある日の調

査が 2 日間であるのに対し、学校給食のない日の調査は 1 日と調査日数が異

なった。従って、学校給食のない日については、日間変動の問題を十分に考

慮できなかったことが、本研究の限界である。また、もう 1 つの調査の限界として、

家庭における食事について、対象者の負担を軽減させるため、学校給食の調

査と同様の秤量記録法を用いることができず、写真画像を併用した目安量記

録法によって行ったことがあげられる。従って、家庭における食事については、

料理に使用された食品、特に調味料の重量が不明な場合には、国民健康・栄

養調査で使用されている値 89)を参考に、標準的と考えられる数値を採用した。

本研究において、食塩においては学校給食のない日よりもある日に摂取量が

有意に少なかったことの原因の 1 つとして、食事調査の方法によるバイアスが存

在した可能性、つまり、本研究で算出された家庭での食事調査の結果につい

ては、実態と一致しない可能性を否定できない。ナトリウムの尿中排泄量などの

生化学的指標による結果がない場合の食事調査による食塩摂取量については、

結果の解釈に留意を要する。 

写真による食事記録の妥当性については、Higgins らにより 28 名（平均年齢

12 歳）に調査が行われており、実際の食事と食事記録及び写真画像を用いた

方法とのエネルギーの相関は、実際の食事と食事記録（相関係数 0.58）、実際

の食事と写真画像によって得られた結果（相関係数 0.48）であり、児童の食事
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摂取量を推定するために写真画像を用いることは妥当であるとしている 90)。 

 

Ⅴ．まとめ 

学校給食のある日と学校給食のない日の栄養素等及び食品群別の摂取量

には違いがあった。1 日の全体の食事として、男女共にカルシウムとビタミンＢ１、

野菜類、乳類において、学校給食のない日よりもある日に摂取量が有意に高く、

食塩においては学校給食のない日よりもある日に摂取量が有意に少なかった。 

栄養素等及び食品群別の摂取量の違いを食事区分別にみると、昼食の摂

取量において違いがあった。 

食事全体に占める昼食の割合は、カルシウムとビタミン B1 の摂取量及びカル

シウムとビタミン B1 のエネルギーに対する栄養素の密度において、家庭での昼

食よりも学校給食において高かった。食品群別摂取量については、男女ともに

1 日の摂取量のうち、乳類の約 6 割を学校給食で摂取しており、野菜類につい

ても 4 割から 5 割を学校給食から摂取していた。 
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表3-1.　解析対象者

対象者，人

身長，cm 141.7±5.2 140.4±5.0 141.7±5.2 140.2±4.5 142.5±9.1 135.6±9.8 141.4±4.5 143.4±2.3

体重，kg 35.7±8.7 33.9±6.4 33.3±4.0 33.5±5.8 43.2±6.6 32.8±9.3 41.9±16.6 36.2±8.1

BMI，kg/m2 17.7±3.7 17.1±2.5 16.6±1.6 17.0±2.3 21.2±0.6 17.6±2.9 20.6±7.1 17.6±3.6

平均値±標準偏差

7 938 56 28 43 3 4

男子 女子男子 女子 男子 女子 男子 女子

全小学校 Ａ小学校 Ｂ小学校 学校給食センター
n=94 n=71 n=7 n=16
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表3-2-1.　学校給食のある日とない日における食事区分別（朝食、昼食、夕食）のエネルギー及び栄養素別摂取量（男女別）

Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD
朝食 エネルギー kcal 502 ± 119 504 ± 159 452 ± 109 518 ± 148 **

たんぱく質 g 21.1 ± 5.9 19.5 ± 7.3 17.6 ± 5.6 18.6 ± 6.3
脂質 g 17.6 ± 8.1 17.2 ± 11.3 15.2 ± 5.7 18.2 ± 9.8 *
カルシウム mg 234 ± 120 241 ± 179 194 ± 135 202 ± 123
マグネシウム mg 68 ± 25 68 ± 30 57 ± 18 59 ± 25
鉄 mg 1.8 ± 1.0 2) 2.1 ± 1.7 2) 1.9 ± 1.3 2) 1.9 ± 1.1 2)

亜鉛 mg 2.3 ± 0.7 2.4 ± 0.9 1.9 ± 0.6 2.0 ± 0.7
ビタミンA μgRE 212 ± 269 2) 287 ± 549 2) 200 ± 196 2) 167 ± 176 2)

ビタミンB1 mg 0.27 ± 0.13 2) 0.26 ± 0.17 2) 0.24 ± 0.12 2) 0.26 ± 0.14 2)

ビタミンB2 mg 0.44 ± 0.17 0.52 ± 0.36 0.40 ± 0.23 0.41 ± 0.21

ビタミンC mg 23 ± 16 2) 37 ± 64 2) 25 ± 22 23 ± 20
食物繊維 g 2.8 ± 1.2 3.2 ± 1.7 2.8 ± 1.2 3.0 ± 1.5
食塩相当量 g 2.4 ± 0.9 2.4 ± 1.2 2.1 ± 0.9 2.2 ± 1.1
脂肪エネルギー比率 % 30.6 ± 10.8 28.9 ± 13.4 29.5 ± 7.9 30.5 ± 11.0

昼食 エネルギー kcal 767 ± 151 653 ± 250 * 617 ± 85 533 ± 180 ***
たんぱく質 g 30.4 ± 6.1 22.8 ± 9.3 *** 24.6 ± 4.3 17.7 ± 7.8 ***
脂質 g 22.4 ± 5.1 21.6 ± 14.0 18.3 ± 3.3 15.2 ± 11.6 *
カルシウム mg 382 ± 66 168 ± 133 *** 339 ± 48 112 ± 100 ***
マグネシウム mg 91 ± 23 66 ± 28 *** 73 ± 15 55 ± 24 ***
鉄 mg 2.7 ± 0.9 2.1 ± 0.8 ** 2.0 ± 0.5 1.7 ± 0.8 **
亜鉛 mg 3.8 ± 0.7 2.5 ± 1.2 *** 3.1 ± 0.4 2.0 ± 0.9 ***
ビタミンA μgRE 317 ± 108 2) 188 ± 173 2) *** 248 ± 67 103 ± 75 ***
ビタミンB1 mg 0.61 ± 0.15 2) 0.35 ± 0.25 2) *** 0.52 ± 0.09 0.24 ± 0.14 ***

ビタミンB2 mg 0.57 ± 0.07 2) 0.39 ± 0.32 2) *** 0.50 ± 0.06 0.23 ± 0.16 ***

ビタミンC mg 26 ± 11 2) 27 ± 23 2) 22 ± 7 21 ± 22
食物繊維 g 4.4 ± 1.6 4.2 ± 1.6 3.4 ± 0.9 3.7 ± 1.7
食塩相当量 g 2.3 ± 1.0 3.5 ± 1.8 *** 1.7 ± 0.6 3.5 ± 1.7 ***
脂肪エネルギー比率 % 26.3 ± 3.6 27.6 ± 10.8 26.7 ± 3.0 23.5 ± 12.9

夕食 エネルギー kcal 652 ± 166 693 ± 242 592 ± 118 621 ± 148
たんぱく質 g 26.1 ± 8.0 2) 30.3 ± 14.0 2) 26.2 ± 6.7 29.5 ± 11.4 *

脂質 g 22.7 ± 8.3 25.5 ± 16.9 21.2 ± 7.6 2) 23.6 ± 12.9 2)

カルシウム mg 156 ± 94 2) 161 ± 128 2) 139 ± 59 143 ± 82
マグネシウム mg 83 ± 21 90 ± 36 81 ± 21 93 ± 38 *
鉄 mg 2.6 ± 0.7 2.9 ± 1.5 2.7 ± 0.8 2.9 ± 1.3
亜鉛 mg 3.1 ± 0.8 2) 3.9 ± 2.2 2) 3.0 ± 0.7 2) 3.6 ± 1.6 2) *

ビタミンA μgRE 188 ± 89 2) 220 ± 278 2) 182 ± 104 2) 205 ± 204 2)

ビタミンB1 mg 0.37 ± 0.16 2) 0.33 ± 0.22 2) 0.30 ± 0.11 0.33 ± 0.17

ビタミンB2 mg 0.39 ± 0.26 0.37 ± 0.20 0.33 ± 0.11 0.36 ± 0.18
ビタミンC mg 32 ± 20 33 ± 28 25 ± 13 23 ± 19
食物繊維 g 5.0 ± 1.3 4.6 ± 2.0 4.5 ± 1.6 4.3 ± 2.1
食塩相当量 g 3.8 ± 1.3 4.0 ± 1.7 3.6 ± 1.1 4.0 ± 2.0
脂肪エネルギー比率 % 30.9 ± 7.0 30.7 ± 10.4 31.5 ± 7.6 32.9 ± 10.8

平均±標準偏差,　*p <0.05 **p <0.01 ***p <0.001, 対応のあるt検定
1) 2日間の平均を用いた
2) 数値は算術平均値。統計解析には正規化のため対数変換後の平均値を用いた。
3) レチノール相当量

男子（n=38） 女子（n=56）

給食のある日1) 給食のない日 給食のある日1) 給食のない日
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表3-2-2.　学校給食のある日とない日における食事区分別（間食、全体）のエネルギー及び栄養素別摂取量（男女別）

Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD
間食 エネルギー kcal 299 ± 149 190 ± 173 ** 244 ± 162 207 ± 209

たんぱく質 g 6.6 ± 4.5 2) 3.3 ± 4.1 2) ** 5.3 ± 4.1 4.1 ± 5.1
脂質 g 9.5 ± 6.2 7.0 ± 9.0 8.8 ± 7.1 6.8 ± 8.9
カルシウム mg 94 ± 87 2) 48 ± 77 2) *** 78 ± 80 63 ± 88

マグネシウム mg 23 ± 13 13 ± 14 ** 20 ± 16 2) 14 ± 17 2) ***

鉄 mg 0.7 ± 0.5 2) 0.3 ± 0.4 2) 0.6 ± 0.6 0.4 ± 0.5 *

亜鉛 mg 0.7 ± 0.5 2) 0.4 ± 0.5 2) 0.6 ± 0.4 0.5 ± 0.7

ビタミンA μgRE 81 ± 120 2) 33 ± 51 2) *** 74 ± 122 2) 53 ± 124 2) **

ビタミンB1 mg 0.09 ± 0.06 0.06 ± 0.07 * 0.08 ± 0.07 0.04 ± 0.05 **

ビタミンB2 mg 0.16 ± 0.14 0.09 ± 0.12 * 0.15 ± 0.14 0.10 ± 0.12 *

ビタミンC mg 17 ± 39 2) 7 ± 12 2) * 10 ± 18 2) 6 ± 15 2)

食物繊維 g 1.4 ± 0.7 0.7 ± 0.9 ** 1.1 ± 1.0 0.7 ± 1.1 *
食塩相当量 g 0.6 ± 0.4 0.3 ± 0.5 * 0.5 ± 0.4 2) 0.4 ± 0.7 2)

脂肪エネルギー比率 % 23.4 ± 12.1 21.5 ± 22.1 25.4 ± 15.6 19.2 ± 20.3
全体 エネルギー kcal 2220 ± 284 2040 ± 479 * 1905 ± 223 1879 ± 377

たんぱく質 g 84.2 ± 12.0 75.9 ± 20.5 ** 73.8 ± 9.8 69.9 ± 17.8
脂質 g 72.2 ± 14.5 71.4 ± 32.0 63.4 ± 11.3 63.8 ± 22.6
カルシウム mg 865 ± 192 617 ± 291 *** 749 ± 199 520 ± 225 ***
マグネシウム mg 264 ± 41 237 ± 56 ** 231 ± 35 220 ± 60
鉄 mg 7.7 ± 1.7 7.5 ± 2.1 7.2 ± 1.6 7.0 ± 2.1
亜鉛 mg 9.9 ± 1.2 2) 9.2 ± 2.5 2) * 8.6 ± 1.2 8.1 ± 2.2

ビタミンA μgRE 798 ± 337 728 ± 687 704 ± 302 2) 527 ± 315 2) ***

ビタミンB1 mg 1.35 ± 0.23 0.99 ± 0.44 *** 1.14 ± 0.23 0.87 ± 0.25 ***

ビタミンB2 mg 1.56 ± 0.35 1.37 ± 0.62 * 1.38 ± 0.31 1.11 ± 0.34 ***

ビタミンC mg 99 ± 42 2) 103 ± 74 2) 82 ± 41 73 ± 35
食物繊維 g 13.5 ± 2.6 12.7 ± 3.1 11.8 ± 2.6 11.8 ± 3.4
食塩相当量 g 9.1 ± 1.9 10.1 ± 2.6 * 7.8 ± 1.7 10.0 ± 3.1 ***
脂肪エネルギー比率 % 29.2 ± 4.0 30.4 ± 7.3 29.8 ± 3.4 30.1 ± 6.1

平均±標準偏差,　*p <0.05 **p <0.01 ***p <0.001, 対応のあるt検定
1) 2日間の平均を用いた
2) 数値は算術平均値。統計解析には正規化のため対数変換後の平均値を用いた。
3) レチノール相当量

男子（n=38） 女子（n=56）

給食のある日1) 給食のない日 給食のある日1) 給食のない日
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表3-3-1.　学校給食のある日とない日における食事区分別（朝食、昼食、夕食）の食品群別摂取量（男女別）

Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD
朝食 穀類 g 99.9 ± 45.5 96.3 ± 58.0 82.9 ± 35.7 87.2 ± 64.1

芋類 g 5.5 ± 11.1 5.2 ± 20.5 4.8 ± 8.0 4.6 ± 12.8
砂糖類 g 0.3 ± 0.7 0.9 ± 2.1 1.3 ± 2.2 2.0 ± 5.0
豆類 g 13.7 ± 20.3 10.9 ± 21.4 10.8 ± 18.9 6.2 ± 15.3
種実類 g 0.2 ± 1.0 0.3 ± 1.6 0.1 ± 0.6 0.0 ± 0.1
野菜類 g 56.1 ± 67.5 2) 54.4 ± 64.0 2) 46.0 ± 48.9 2) 35.9 ± 54.6 2) ***
緑黄色野菜 g 14.0 ± 15.0 17.4 ± 20.0 15.5 ± 22.0 12.6 ± 20.1
淡色野菜 g 20.2 ± 18.2 17.6 ± 30.1 13.2 ± 14.1 2) 12.6 ± 21.8 2) *
果実類 g 41.6 ± 45.5 47.6 ± 54.8 48.2 ± 55.3 50.9 ± 66.6
きのこ類 g 1.0 ± 2.5 1.6 ± 4.5 1.1 ± 2.4 1.5 ± 5.6
海藻類 g 2.1 ± 3.6 2.9 ± 6.3 1.7 ± 3.5 1.9 ± 5.5
魚介類 g 14.8 ± 21.7 7.2 ± 18.3 9.2 ± 19.6 4.5 ± 14.6
肉類 g 18.6 ± 19.6 2) 16.8 ± 26.8 2) 13.0 ± 12.8 16.3 ± 20.7
卵類 g 18.9 ± 19.4 21.4 ± 23.7 21.4 ± 21.8 20.2 ± 23.3
乳類 g 123.1 ± 91.4 121.3 ± 109.4 83.5 ± 89.8 94.3 ± 93.1
油脂類 g 1.6 ± 1.6 2.6 ± 3.5 2.0 ± 2.1 2.5 ± 3.6
菓子類 g 2.2 ± 12.2 2.7 ± 16.2 10.8 ± 27.2 13.7 ± 33.2
嗜好飲料類 g 52.6 ± 77.2 38.2 ± 87.4 56.3 ± 68.3 42.0 ± 72.2
調味料類 g 60.4 ± 61.3 57.6 ± 75.6 45.3 ± 55.9 36.1 ± 60.1

昼食 穀類 g 216.7 ± 62.1 178.3 ± 76.9 * 171.6 ± 35.9 164.8 ± 64.7
芋類 g 5.1 ± 8.4 11.5 ± 22.2 3.5 ± 4.8 13.4 ± 26.5 **
砂糖類 g 3.6 ± 2.1 0.6 ± 1.7 *** 2.6 ± 1.3 1.8 ± 6.1
豆類 g 21.7 ± 16.3 4.6 ± 14.2 *** 15.5 ± 10.4 6.4 ± 19.1 **
種実類 g 1.0 ± 2.2 0.0 ± 0.2 ** 0.6 ± 1.2 0.9 ± 4.8
野菜類 g 56.1 ± 67.5 54.4 ± 64.0 46.0 ± 48.9 35.9 ± 54.6
緑黄色野菜 g 14.0 ± 15.0 17.4 ± 20.0 15.5 ± 22.0 12.6 ± 20.1
淡色野菜 g 20.2 ± 18.2 17.6 ± 30.1 13.2 ± 14.1 12.6 ± 21.8
果実類 g 41.6 ± 45.5 47.6 ± 54.8 48.2 ± 55.3 50.9 ± 66.6
きのこ類 g 1.0 ± 2.5 1.6 ± 4.5 1.1 ± 2.4 1.5 ± 5.6
海藻類 g 1.5 ± 3.6 2) 2.4 ± 5.8 2) 1.3 ± 2.8 2.1 ± 10.8
魚介類 g 15.2 ± 10.2 10.6 ± 23.5 10.7 ± 7.2 12.7 ± 30.8
肉類 g 43.3 ± 16.0 33.1 ± 31.3 32.9 ± 9.2 22.3 ± 23.0 ***
卵類 g 18.0 ± 12.4 16.5 ± 20.9 12.6 ± 7.3 6.9 ± 16.3 *
乳類 g 208.9 ± 7.9 54.9 ± 106.3 *** 203.2 ± 24.1 25.6 ± 58.7 ***
油脂類 g 3.4 ± 1.4 5.6 ± 5.4 * 2.5 ± 0.8 2) 3.6 ± 4.9 2)

菓子類 g 0.0 ± 0.0 7.4 ± 33.0 0.0 ± 0.0 1.8 ± 13.4
嗜好飲料類 g 17.5 ± 37.3 108.7 ± 143.4 *** 11.5 ± 24.9 119.6 ± 215.8 ***
調味料類 g 12.0 ± 7.9 51.9 ± 65.4 *** 8.3 ± 4.3 51.6 ± 65.6 ***

夕食 穀類 g 146.2 ± 58.6 156.0 ± 50.8 128.8 ± 40.4 129.8 ± 51.5
芋類 g 30.5 ± 23.0 24.7 ± 26.9 22.5 ± 22.0 14.1 ± 22.5 *
砂糖類 g 1.9 ± 1.8 1.5 ± 2.1 1.8 ± 1.8 2.2 ± 4.1
豆類 g 18.4 ± 17.9 2) 19.5 ± 32.2 2) 20.6 ± 21.6 2) 29.7 ± 50.7 2)

種実類 g 0.2 ± 0.4 0.9 ± 4.1 0.7 ± 1.9 0.7 ± 2.3
野菜類 g 113.6 ± 40.5 111.7 ± 54.6 111.9 ± 49.2 104.7 ± 56.8
緑黄色野菜 g 48.4 ± 39.5 2) 45.2 ± 35.9 2) 47.3 ± 30.0 39.7 ± 34.5
淡色野菜 g 60.9 ± 25.2 62.4 ± 37.5 62.0 ± 31.9 59.5 ± 33.8
果実類 g 28.2 ± 41.7 24.8 ± 49.9 15.4 ± 29.1 14.8 ± 42.2
きのこ類 g 5.0 ± 6.3 2) 6.3 ± 12.2 2) 8.2 ± 10.3 2) 8.3 ± 16.9 2)

海藻類 g 4.5 ± 6.1 2) 4.5 ± 7.9 2) 7.1 ± 8.7 4.6 ± 13.1
魚介類 g 23.9 ± 21.9 47.0 ± 52.2 ** 44.7 ± 35.0 49.8 ± 62.9
肉類 g 52.8 ± 29.8 2) 65.7 ± 80.4 2) * 39.4 ± 26.6 52.4 ± 45.8

卵類 g 9.3 ± 10.5 4.1 ± 10.4 ** 8.5 ± 11.7 2) 11.9 ± 21.6 2)

乳類 g 32.0 ± 69.0 31.2 ± 100.5 18.9 ± 43.9 13.1 ± 40.7
油脂類 g 4.9 ± 4.3 4.3 ± 6.4 4.6 ± 3.9 2) 5.5 ± 6.2 2)

菓子類 g 4.5 ± 14.9 0.0 ± 0.0 3.5 ± 11.1 0.2 ± 1.3 *
嗜好飲料類 g 113.3 ± 118.7 90.5 ± 120.5 101.4 ± 90.1 102.7 ± 108.2
調味料類 g 105.0 ± 57.6 113.4 ± 81.8 84.1 ± 62.5 75.1 ± 77.1

平均±標準偏差,　*p <0.05 **p <0.01 ***p <0.001, 対応のあるt検定
1) 2日間の平均を用いた
2) 数値は算術平均値。統計解析には正規化のため対数変換後の平均値を用いた。

男子（n=38） 女子（n=56）

給食のある日1) 給食のない日 給食のある日1) 給食のない日
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表3-3-2.　学校給食のある日とない日における食事区分別（間食、全体）の食品群別摂取量（男女別）

Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD
間食 穀類 g 16.4 ± 25.6 3.7 ± 18.4 * 12.1 ± 24.3 12.1 ± 38.8

芋類 g 3.3 ± 14.7 2.6 ± 16.2 3.1 ± 12.5 2.1 ± 12.6
砂糖類 g 0.8 ± 2.6 0.3 ± 1.7 0.7 ± 2.3 0.5 ± 2.5
豆類 g 0.6 ± 3.0 0.0 ± 0.0 0.4 ± 2.3 0.1 ± 0.4
種実類 g 0.8 ± 4.1 0.4 ± 2.4 0.2 ± 1.3 0.0 ± 0.0
野菜類 g 7.4 ± 25.2 0.8 ± 4.9 3.7 ± 17.5 3.9 ± 26.7
緑黄色野菜 g 0.1 ± 0.8 0.0 ± 0.0 0.8 ± 4.0 0.1 ± 0.8
淡色野菜 g 0.0 ± 0.0 0.0 ± 0.0 0.2 ± 0.8 0.0 ± 0.0
果実類 g 29.7 ± 39.8 24.6 ± 55.1 34.1 ± 63.5 14.3 ± 45.6 **
きのこ類 g 0.1 ± 0.8 0.0 ± 0.0 0.0 ± 0.0 0.0 ± 0.0
海藻類 g 0.4 ± 2.0 0.0 ± 0.0 0.0 ± 0.1 0.2 ± 1.4
魚介類 g 0.8 ± 3.1 0.0 ± 0.0 0.4 ± 1.4 0.0 ± 0.0
肉類 g 1.0 ± 4.3 3.2 ± 19.5 1.5 ± 6.2 0.3 ± 2.1
卵類 g 0.4 ± 2.4 0.1 ± 0.8 1.2 ± 3.9 0.7 ± 5.3
乳類 g 49.5 ± 75.0 28.1 ± 63.8 41.8 ± 57.1 36.2 ± 67.3
油脂類 g 0.5 ± 1.7 0.3 ± 1.6 0.5 ± 1.4 0.5 ± 2.0
菓子類 g 46.4 ± 36.4 24.6 ± 39.1 ** 36.5 ± 31.0 30.6 ± 38.3
嗜好飲料類 g 132.0 ± 165.8 2) 154.7 ± 253.0 2) 93.1 ± 151.9 2) 141.2 ± 242.4 2)

調味料類 g 0.2 ± 0.9 0.0 ± 0.0 0.6 ± 2.0 0.0 ± 0.3 *
全体 穀類 g 479.2 ± 111.1 434.3 ± 105.4 * 395.4 ± 61.6 393.9 ± 109.6

芋類 g 44.4 ± 31.8 44.0 ± 39.8 33.8 ± 27.7 34.2 ± 36.1
砂糖類 g 6.7 ± 3.5 3.3 ± 3.6 *** 6.3 ± 3.5 2) 6.5 ± 8.5 2) **

豆類 g 54.4 ± 35.6 34.9 ± 39.1 * 47.3 ± 27.2 2) 42.3 ± 55.1 2) ***
種実類 g 2.2 ± 4.5 1.7 ± 4.9 1.6 ± 2.5 1.7 ± 6.1
野菜類 g 317.1 ± 117.0 228.9 ± 120.5 *** 270.8 ± 98.0 198.4 ± 104.2 ***
緑黄色野菜 g 115.3 ± 52.4 89.7 ± 54.3 ** 103.2 ± 46.6 70.4 ± 51.0 ***
淡色野菜 g 168.4 ± 62.2 109.0 ± 48.6 *** 144.8 ± 52.9 105.1 ± 56.7 ***
果実類 g 114.2 ± 67.6 137.8 ± 113.9 109.8 ± 93.7 116.5 ± 109.4
きのこ類 g 12.1 ± 11.3 2) 10.5 ± 15.9 2) * 12.9 ± 12.4 2) 12.2 ± 19.7 2) *

海藻類 g 8.6 ± 8.7 9.8 ± 11.3 10.0 ± 9.7 2) 8.9 ± 17.6 2) *
魚介類 g 54.7 ± 33.4 64.8 ± 58.3 65.0 ± 41.8 67.0 ± 75.7
肉類 g 115.7 ± 40.0 118.6 ± 87.5 86.8 ± 34.6 91.3 ± 56.4
卵類 g 46.5 ± 24.4 42.1 ± 33.4 43.6 ± 24.6 39.6 ± 30.0
乳類 g 413.6 ± 148.5 235.4 ± 210.1 *** 347.5 ± 148.3 169.2 ± 150.1 ***
油脂類 g 10.3 ± 5.0 12.8 ± 9.5 9.6 ± 5.0 12.2 ± 8.9 *
菓子類 g 53.0 ± 43.5 34.7 ± 48.3 50.8 ± 47.0 46.3 ± 50.3
嗜好飲料類 g 315.3 ± 200.6 392.1 ± 354.3 262.3 ± 247.3 2) 405.5 ± 362.1 2) **
調味料類 g 177.6 ± 74.6 222.9 ± 130.2 * 138.3 ± 79.5 162.9 ± 122.9

平均±標準偏差,　*p <0.05 **p <0.01 ***p <0.001, 対応のあるt検定
1) 2日間の平均を用いた
2) 数値は算術平均値。統計解析には正規化のため対数変換後の平均値を用いた。

男子（n=38） 女子（n=56）

給食のある日1) 給食のない日 給食のある日1) 給食のない日

 



59 
 

(%)

 

Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD
エネルギー 34.9 ± 6.7 31.9 ± 8.1 32.9 ± 4.9 28.4 ± 7.1 ***
たんぱく質 36.6 ± 6.5 30.6 ± 10.2 ** 33.8 ± 5.8 25.4 ± 9.3 ***
脂質 32.1 ± 9.0 29.9 ± 14.8 30.1 ± 6.7 23.2 ± 14.4 ***
カルシウム 46.5 ± 11.1 27.3 ± 14.7 *** 48.3 ± 11.5 20.7 ± 13.4 ***
マグネシウム 34.6 ± 7.4 27.9 ± 9.3 *** 32.2 ± 6.8 25.6 ± 10.6 ***
鉄 34.9 ± 8.2 29.6 ± 11.4 * 29.1 ± 8.2 25.0 ± 10.0 **
亜鉛 38.4 ± 7.1 27.4 ± 11.6 *** 36.3 ± 5.7 25.3 ± 9.6 ***

ビタミンA
2) 44.2 ± 14.6 29.7 ± 17.9 *** 39.6 ± 14.6 21.5 ± 14.7 ***

ビタミンB1 46.3 ± 9.7 34.1 ± 13.6 *** 47.1 ± 8.7 27.6 ± 14.3 ***

ビタミンB2 38.3 ± 7.9 27.8 ± 12.0 *** 37.6 ± 7.9 21.1 ± 12.0 ***
ビタミンC 30.7 ± 12.5 28.7 ± 17.7 31.7 ± 14.2 28.1 ± 21.5
食物繊維 32.6 ± 8.4 33.1 ± 10.8 29.6 ± 7.6 31.4 ± 13.3
食塩相当量 24.7 ± 8.7 33.6 ± 14.4 *** 21.9 ± 7.2 34.7 ± 12.9 ***
穀類 46.0 ± 11.4 40.5 ± 15.2 44.1 ± 9.9 42.6 ± 14.3
芋類 17.6 ± 22.2 18.9 ± 33.6 26.0 ± 34.9 25.5 ± 42.3
砂糖類 60.4 ± 27.9 14.2 ± 32.4 *** 49.4 ± 26.6 16.5 ± 32.7 ***
豆類 47.0 ± 31.0 11.3 ± 27.8 *** 41.2 ± 31.1 10.9 ± 28.2 ***
種実類 23.5 ± 41.0 5.3 ± 22.6 * 21.1 ± 39.6 4.2 ± 18.5 **
野菜類 44.2 ± 15.1 27.7 ± 17.8 *** 40.9 ± 13.9 27.9 ± 21.3 ***
緑黄色野菜 47.5 ± 19.0 30.7 ± 27.8 ** 43.2 ± 19.3 24.0 ± 25.5 ***
淡色野菜 50.5 ± 17.9 25.5 ± 22.6 *** 48.0 ± 18.3 30.0 ± 27.1 ***
果実類 14.8 ± 27.3 27.9 ± 36.7 12.2 ± 27.4 23.4 ± 37.3
きのこ類 51.1 ± 36.9 10.9 ± 27.4 *** 44.1 ± 39.1 14.1 ± 32.3 ***
海藻類 11.6 ± 23.7 26.4 ± 40.9 10.2 ± 26.1 19.5 ± 37.3
魚介類 36.6 ± 26.7 14.3 ± 29.3 ** 31.9 ± 34.2 13.9 ± 26.4 **
肉類 39.9 ± 16.1 35.1 ± 34.0 42.6 ± 16.4 26.5 ± 27.8 **
卵類 43.1 ± 29.5 33.9 ± 39.8 41.1 ± 32.3 12.2 ± 28.6 ***
乳類 57.6 ± 21.5 21.1 ± 35.4 *** 66.0 ± 21.2 10.2 ± 22.7 ***
油脂類 41.0 ± 21.6 42.0 ± 35.5 33.2 ± 18.7 31.0 ± 34.2
菓子類 0.0 ± 0.0 5.3 ± 22.6 0.0 ± 0.0 1.7 ± 12.6
嗜好飲料類 8.3 ± 23.1 26.0 ± 31.5 * 5.8 ± 15.7 22.1 ± 26.7 ***
調味料類 8.6 ± 7.9 25.1 ± 25.7 *** 9.7 ± 9.4 30.9 ± 29.2 ***
平均±標準偏差,　*p <0.05 **p <0.01 ***p <0.001, 対応のあるt検定
1) 2日間の平均を用いた
2) レチノール相当量

表3-4.　学校給食のある日とない日の食事全体に占める昼食の栄養素等別、食品群別の摂取量の割合（男
女別）

男子（n=38） 女子（n=56）

給食のある日
1) 給食のない日 給食のある日

1) 給食のない日
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表3-5.　学校給食のある日とない日における1,000kcal当たりの栄養素別摂取量（男女別）
 

Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD
昼食 たんぱく質 g 39.9 ± 4.1 35.2 ± 7.5 ** 39.7 ± 3.0 33.1 ± 10.2 ***

脂質 g 29.4 ± 4.4 30.6 ± 12.0 29.6 ± 3.4 26.1 ± 14.3
カルシウム mg 508 ± 81 253 ± 177 *** 551 ± 59 205 ± 154 ***
マグネシウム mg 118 ± 19 106 ± 41 118 ± 16 105 ± 40 *
鉄 mg 3.5 ± 0.8 3.4 ± 1.3 3.2 ± 0.5 3.2 ± 1.2
亜鉛 mg 4.9 ± 0.3 3.8 ± 1.2 *** 4.9 ± 0.2 3.8 ± 1.2 ***

ビタミンA2) μgRE 412 ± 103 296 ± 251 ** 402 ± 92 190 ± 121 ***

ビタミンB1 mg 0.80 ± 0.12 0.56 ± 0.47 ** 0.84 ± 0.08 0.45 ± 0.24 ***

ビタミンB2 mg 0.76 ± 0.10 0.62 ± 0.58 0.81 ± 0.07 0.43 ± 0.22 ***
ビタミンC mg 34 ± 10 45 ± 42 35 ± 10 38 ± 32
食物繊維 g 5.6 ± 1.3 6.8 ± 2.6 * 5.4 ± 1.1 7.2 ± 3.4 ***
食塩相当量 g 2.9 ± 1.0 5.7 ± 3.4 *** 2.7 ± 0.9 6.8 ± 3.9 ***

全体 たんぱく質 g 38.0 ± 3.9 37.1 ± 5.7 38.9 ± 4.1 37.6 ± 8.7
脂質 g 32.5 ± 4.5 33.8 ± 8.2 33.2 ± 3.8 33.4 ± 6.8
カルシウム mg 392 ± 84 299 ± 117 *** 393 ± 97 281 ± 118 ***
マグネシウム mg 120 ± 15 118 ± 24 122 ± 14 119 ± 31
鉄 mg 3.5 ± 0.6 3.7 ± 1.0 3.8 ± 0.8 3.8 ± 1.2
亜鉛 mg 4.5 ± 0.3 4.5 ± 1.0 4.5 ± 0.5 4.4 ± 0.9

ビタミンA2) μgRE 362 ± 158 363 ± 350 368 ± 141 285 ± 167 ***

ビタミンB1 mg 0.61 ± 0.10 0.48 ± 0.15 *** 0.60 ± 0.11 0.47 ± 0.11 ***

ビタミンB2 mg 0.70 ± 0.12 0.66 ± 0.24 0.73 ± 0.15 0.60 ± 0.18 ***
ビタミンC mg 45 ± 22 54 ± 53 43 ± 20 39 ± 18
食物繊維 g 6.1 ± 1.1 6.4 ± 1.7 6.2 ± 1.2 6.3 ± 1.7
食塩相当量 g 4.1 ± 0.8 5.1 ± 1.2 *** 4.1 ± 0.7 5.4 ± 1.8 ***

平均±標準偏差,　*p <0.05 **p <0.01 ***p <0.001, 対応のあるt検定
1) 2日間の平均を用いた
2) レチノール相当量

男子（n=38） 女子（n=56）

給食のある日1) 給食のない日 給食のある日1) 給食のない日

 



 

 

 

 

 

第４章 食事摂取基準の各指標を用いた栄養素等摂取量の評価 

（カルシウム及びビタミン B1 に着目して） 
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Ｉ．はじめに 

エネルギー及び栄養素の摂取量の評価は、食事調査によって得られる摂取

量と食事摂取基準の各指標で示されている値を比較することによって行うことが

できる 51)。食事摂取基準の各指標を用いて集団における栄養素等摂取量の

不足者・過剰者の割合を算出するためには、1 日のみの調査では不十分である

ことが指摘されている 66)。そのため、複数日の食事調査の結果より習慣的な摂

取量の分布を推定することが望ましく 66-68)、統計学的な手法を用いた方法が開

発されている 69)。しかし、実際に食事調査の結果について食事摂取基準の各

指標を用いて評価を示した報告は国内において少ない 70,71)。 

本研究では、学校給食のある日と学校給食のない日を含めた 3 日間の食事

調査（全 3 日間）の栄養素等摂取量について習慣的な摂取量の分布を推定し、

食事摂取基準 2010 の指標を用いて評価を行うことを目的とした。さらに、学校

給食において、摂取量に特別な配慮が示されているカルシウムとビタミン B1
19)

について、学校給食で提供された牛乳より得られたカルシウム及び強化米より

得られたビタミン B1 の摂取量が集団としての摂取量の分布をどのように変化さ

せているかを明らかにし、児童の食事摂取量に対する学校給食の役割につい

て考察した。 

 

ＩＩ．方法  

第 1 章 3．小学 5 年生の食事調査 方法 参照  

 

１．解析対象者  

東京都（2 校）及び岡山県（3 校）の小学校に在籍する５年生（10－11 歳）で

調査への同意が得られた児童 107 名のうち、3 日間の調査を完了しなかった者

12 名、身体計測値のない者 1 名を除外した 94 名（男子 38 名、女子 56 名）を
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解析の対象とした。 

 

２．統計解析  

 全 3 日間の食事調査の結果について、習慣的な摂取量の分布の推定を行っ

た。習慣的な摂取量の分布の推定には Nusser らの Best-Power 法 67,68)を用い

て、複数日の調査結果から栄養素等の習慣的な摂取量の分布を推定すること

ができるソフトウェア「習慣摂取量の分布推定 version1.1」を利用した 69,91)。 

 カルシウムとビタミン B1 については、学校給食で提供された牛乳からのカルシ

ウム及び強化米からのビタミン B1 の摂取量を各栄養素から差し引いた摂取量

についても習慣的な摂取量の分布を推定した。食事摂取量の評価にはカットポ

イント法を用いた。食事摂取基準 201051)に収載されている 10－11 歳の性別の

たんぱく質、カルシウム、マグネシウム、鉄、亜鉛、ビタミン B1、ビタミン B2、ビタミ

ン C については EAR を、ビタミン A については EAR と耐容上限量 (Tolerable 

Upper Intake Level：UL)を用いて、男女別に不足者や過剰者の割合を算出し

た。鉄については、女子において月経により必要量の分布形が正規分布から

大きくひずむため、カットポイント法による評価は適さないとされている 51,92)。しか

し、本研究の解析対象者において月経のある女子は 8 名であり、8 割の女子は

月経がなかったため、今回、鉄についてもカットポイント法により評価を行った。

食塩相当量と脂肪エネルギー比率については DG を用いて、男女別に不足者

や過剰者の割合を算出した。たんぱく質については、1.01g/kg 体重未満の児

童の割合についても算出した。ビタミン B1 については、強化米からのビタミン B1

を含めた摂取量と除いた摂取量について、0.45mg/1,000kcal 未満の児童の割

合を算出した。 

 学校給食で提供された牛乳からのカルシウム、227mg の摂取量については 94

名 188 日について、強化米からのビタミン B1、0.30mg の摂取量については A
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小学校 71 名 142 日について、平均値、標準偏差、変動係数、中央値、最頻値

を算出し、摂取量の分布を示した。米の摂取量については、A 小学校 71 名

142 日について、摂取量の分布を示した。 

 本調査において、各栄養素等を検討するための対象者数の妥当性について、

全 3 日間の食事調査の平均値と標準偏差を用いてサンプルサイズを算出した。

誤差率については 1.0%から 5.0%まで 0.5%ごとに算出した。サンプルサイズの

算出方法は以下の通りである。 

 サンプルサイズ＝｛標準偏差 /（標準誤差×平均値）｝2 

 

ＩＩＩ．結果  

１．解析対象者  

解析対象者は男子 38 名、女子 56 名である。各学校の解析対象者数を表

4-1 に示した。 

 

２．習慣的な摂取量の分布について 

 全 3 日間の習慣的な摂取量の分布を表 4-2 に示した。表 4-3 には、カルシウ

ムとビタミン B1 について、学校給食で提供された牛乳からのカルシウム及び強

化米からのビタミン B1 を各々の摂取量から差し引いた値から求めた習慣的な摂

取量の分布を示した。カルシウムの 50 パーセンタイル値について、学校給食で

提供された牛乳からのカルシウムを含む全 3 日間の習慣的なカルシウムの摂取

量は全体で 700mg、男子 757mg、女子 659mg、学校給食で提供された牛乳か

らのカルシウムを差し引いた値から求めた全 3 日間の習慣的な摂取量は全体で

551mg、男子 607mg、女子 498mg であった。同じく、ビタミン B1 の 50 パーセン

タイル値について、学校給食で提供された強化米からのビタミン B1 を含む全 3

日間のビタミン B1 の摂取量は全体 1.10mg、男子 1.24mg、女子 1.05mg、学校
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給食で提供された強化米からのビタミンＢ１を差し引いた全 3 日間の習慣的な摂

取量は全体 0.94mg、男子 1.04mg、女子 0.88mg であった。 

 

３．食事摂取基準 2010 の指標（EAR、UL、DG）を用いた習慣的な摂取量の評

価  

食事摂取基準 2010 の EAR、UL、DG を用いた全 3 日間の習慣的な栄養素

の摂取量の評価を男女別に表 4-4 に示した。EAR 未満の者は、男子において、

カルシウムで 10.5%、鉄で 31.6%、ビタミ A で 5.3%、ビタミン B2 で 7.9%、ビタミ

ン C で 13.2%存在した。女子においては、たんぱく質とビタミン B1 を除く栄養素

について、EAR 未満の者が存在した。また、男子については、ビタミン A の摂取

量が UL 以上の者が 5.3%であった。 

表 4-5 には、カルシウムとビタミン B1 について、学校給食で提供された牛乳か

らのカルシウム及び強化米からのビタミン B1 を各々の摂取量から差し引いた値

から求めた習慣的な摂取量の評価を示した。学校給食で提供された牛乳から

のカルシウムを含む全 3 日間のカルシウムの習慣的な摂取量が EAR 未満の者

の割合は、男子 10.5%、女子 35.7%であった。学校給食で提供された牛乳から

のカルシウムを差し引いた値から求めた全 3 日間のカルシウムの習慣的な摂取

量が EAR 未満の者の割合は、男子 47.4%、女子 76.8%であった。学校給食で

提供された牛乳からのカルシウムを差し引いた値から求めた全 3 日間の全体の

カルシウムの習慣的な摂取量が EAR 未満の者の割合は 67.0%、学校給食で

提供された牛乳からのカルシウムを含めた値から求めた全 3 日間のカルシウム

の習慣的な摂取量が EAR 未満の者の割合は 25.5%であり、摂取量の分布は

高い方へシフトした（図 2）。 

次にビタミン B1 について、学校給食で提供された強化米からのビタミン B1 を

含む習慣的な摂取量が EAR 未満の者は男女共にいなかった。学校給食で提
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供された強化米からのビタミン B1 を差し引いた全 3 日間のビタミン B1 の習慣的

な摂取量が EAR 未満の者の割合は男子 34.2%、女子 57.1%であった。さらに、

ビタミン B1 について、強化米からのビタミン B1 を含めた摂取量と除いた摂取量

について、0.45mg/1,000kcal 未満の児童の割合を表 4-6 に示した。強化米から

のビタミン B1 を含む全 3 日間の習慣的な摂取量において 0.45mg/1,000kcal

未満の者の割合は男子 0%、女子 1.8%であった。強化米からのビタミン B1 を含

まない全 3 日間の習慣的な摂取量において 0.45mg/1,000kcal 未満の者の割

合は、男子 18.4%、女子 28.6%であった。学校給食で提供された強化米からの

ビタミン B1 を除いた全体の全 3 日間の 0.45mg/1,000kcal 未満の者の割合は

24.5%、強化米からのビタミン B1 を含む場合の 0.45mg/1,000kcal 未満の者の割

合は 0%であった（図 3）。 

学校給食で提供された牛乳からのカルシウムの摂取量及び強化米からのビ

タミン B1 の摂取量について表 4-7 に示した。カルシウムの提供量は 227mg で

あり、中央値及び最頻値も 227mg であった。表には示していないが、牛乳を全

量摂取した者の割合は、95.2%であった。ビタミン B1 については、提供量が

0.30mg であり、中央値が 0.25mg、最頻値が 0.24mg であった。変動係数につ

いて、カルシウムの摂取量は 9.7%、ビタミン B1 の摂取量は 31.8%であった。学

校給食で提供された牛乳からのカルシウムの摂取量及び強化米からのビタミン

B1 の摂取量の分布について、図 4 と 5 に、めしの摂取量の分布については図 6

に示した。 

全 3 日間の食事調査の結果より算出したサンプルサイズを表 4-8 に示す。男

子においては、ビタミン A とビタミン C を除いた栄養素等について、女子におい

ては、本調査で対象とした全栄養素等について、サンプルサイズの誤差率は

5％内であった。男女合わせた全体では、各栄養素において男女別の誤差率と

同等、もしくは小さい誤差率のサンプルサイズであった。 
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ＩＶ．考察  

１．習慣的な摂取量の分布を推定し、その値を評価に用いることについて 

食事摂取基準の各指標を用いて集団における栄養素等摂取量の不足者・

過剰者の割合を算出するためには、1 日のみの調査では不十分であることが指

摘されており 66)、複数日の食事調査の結果より習慣的な摂取量の分布を推定

することが望ましい 66-68)。しかしながら、この問題を考慮して日本人の栄養素等

摂取量を評価した研究は少ない 70,71)。また、食事摂取基準 2010 で示されてい

る基準は、短期間の食事を示すものではなく、習慣的な摂取量の基準を示して

いる 51)。このようなことから、本研究では学校給食のある日とない日の 1 日を含

めた 3 日間の食事調査の結果を用いて栄養素等摂取量について習慣的な摂

取量の分布を推定し、食事摂取基準 2010 の各指標を用いて習慣的な栄養素

摂取量の評価を試みた。 

 

２．食事摂取基準 2010 の各指標を用いた習慣的な摂取量の評価  

食事摂取基準の各指標を用いて集団の栄養素摂取量を評価する際、栄養

素の習慣的な摂取量が EAR 未満の者の割合は摂取量が不足している者の割

合と一致すると考えられている 51)。本研究において、全 3 日間の習慣的な摂取

量が男女ともに 3 割の者が EAR 未満であった栄養素は鉄であった。同じ年齢

に当たる東京都の児童の血液検査の結果では、ヘモグロビン値が 12.0g/dl 未

満である児童は男子 6.5%、女子 7.1%であった 93)。また、新潟県の S 村の小学

5 年生のヘモグロビン値について 12.0g/dl 未満である児童は男子 8.4%、女子

6.5%であった 94)。これらの結果では、食事についての詳細な報告はないが、鉄

は吸収率が摂取量に対応して変動し、低摂取量であっても平衡状態が維持さ

れる 51)こと等から、今回、鉄の摂取量が EAR を下回った 3 割の者も含め、血液

検査値等の身体状況の情報がない場合、食事調査の結果のみで鉄について
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不足者の割合の評価を行うことは、不足者の割合を過大評価する可能性が大

きいと考えられる。また、今回、学校給食での鉄の提供量の平均値は 2.2mg（学

校給食摂取基準は 3.0mg）（第 1 章 表 1-4）であった。しかし、各学校において、

鉄の 1 ヶ月の平均の提供量は 3.0mg を超えていた。このようなことからも、本結

果において、鉄の摂取量が EAR 未満であった 3 割の者について、不足者と判

断することはできないと考えられた。 

 女子においては、亜鉛及びビタミン C についても、3 割の者が全 3 日間の習慣

的な摂取量が EAR 未満であった。亜鉛については摂取量によって吸収率が変

わること 51)、ビタミン C については 1 日 6～12mg 摂取していれば壊血病は発症

しないとの報告もあり 95)、その EAR は生活習慣病の一次予防の観点から設定

されていることから 51)、これらの栄養素についても EAR 未満の者の割合が欠乏

症を生じる者の割合とはならないことを理解して、結果を解釈する必要がある。 

 

３．カルシウムとビタミン B1 の摂取量と集団の摂取量における分布のシフトにつ

いて 

現在、日本の学校給食で使用されている「学校給食実施基準」19)において、

摂取量に特別な配慮が示されている栄養素としてカルシウムとビタミン B1 がある。

具体的には、カルシウムは 1 日の DG の 50%を基準にしており（学校給食実施

基準では、食事摂取基準 2005 の指標及び値が参照されている 19)。食事摂取

基準 2005 では、カルシウムについて DG が設定されていた 50)。食事摂取基準

2010 では、EAR と RDA が設定されている）51)。ビタミン B1 については 1 日の

RDA の 40%を基準にしている 19)。これらの基準の達成に向けて、本研究の対

象となった小学校においても牛乳を毎日提供する、ビタミン B1 が強化されてい

る米を用いる等が行われていた。本研究では、カルシウムとビタミン B1 について、

学校給食で提供された牛乳からのカルシウム及び強化米からのビタミン B1 を含
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む習慣的な摂取量とそれらを含めない習慣的な摂取量を推定した。その結果、

男女共に、カルシウムであれば 150mg 程度、ビタミン B1 であれば 0.20mg 程度、

摂取量の分布を高い方へシフトさせたと考えられた。学校給食で提供された牛

乳からのカルシウムの摂取量について、摂取量の分布を延べ日数で確認したと

ころ、提供量は 227mg であり、中央値、最頻値共に 227mg であった。また、変

動係数は 9.7%であった。強化米からのビタミン B1 の摂取量については、提供

量が 0.30mg であり、中央値は 0.25mg、最頻値は 0.24mg であった。また、変動

係数は 31.8%であった。従って、カルシウム及びビタミン B1 の摂取量が高い方

へシフトする際、個人の牛乳及びめしの摂取量には違いがあったことから、カル

シウムであれば 227mg、ビタミン B1 であれば 0.30mg が一律にシフトするのでは

なく、分布の形状が変化してシフトしたと理解できる。しかし、提供量が瓶やパッ

クで個装されている牛乳については、盛りつけの影響は受けず、食べ残しとお

かわりのみの影響を受けると考えられた。また、本研究において、牛乳を全量摂

取した者の割合も 9 割を超えていたため、変動係数は 9.7%であり、分布の形状

の変化は小さかったと考えられる。一方、米に強化されたビタミン B1 の摂取量に

ついては、食べ残しとおかわりに加え、盛りつけの影響も受けたと考えられた。

本研究において、めしの摂取量の分布は広がっていたため、ビタミン B1 の変動

係数は 31.8%であり、摂取量のばらつきが大きかったと考えられる。しかし、ビタ

ミン B1 については、エネルギー代謝に関与するビタミンであることから、エネルギ

ー源として大きく寄与する主食にビタミン B1 を添加する現在の方法は、主食の

摂取量に依存して強化分のビタミン B1 を摂取することができるという観点からは

効果的な方法であると考えることもできる。 

食事摂取基準 2010 の指標における不足者の割合については、カルシウムに

おいて、EAR 未満の者の割合を全体として 40％程度減少させた。カルシウムの

EAR は要因加算法を用いて算出された値により策定されており、体内蓄積量
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や尿中排泄量が関係する 19)。成長期の男女を対象とした研究では、カルシウ

ム摂取量が増加するに従い蓄積量も増加したことが報告されているため 96)、小

学 5 年生という発育段階の児童において、EAR 未満の者を減少させることは重

要であると考えられる。 

ビタミン B1 の食事摂取基準 2010 の指標における不足者の割合について、

強化米からのビタミン B1 を含む習慣的な摂取量を推定した結果では、男女共

に EAR 未満の者はなくなった。ビタミン B1 については、必要量を超えると尿中

に排泄が認められるようになる 19)。また、ビタミン B1 はエネルギー代謝に関与す

るビタミンであることから 19)、その摂取量の評価については、EAR 未満の者の把

握と共に、エネルギー摂取量当たりのビタミン B1 の摂取量についても検討する

ことが必要となる。本研究の結果では、強化米からのビタミン B1 を含む習慣的

な摂取量では、0.45mg/1,000kcal 未満の者の割合は男子においてはなくなり、

女子においても 1.8%であった。このように、EAR カットポイント法の評価とエネル

ギー摂取量当たりの評価では結果が異なることから、ビタミン B1 については両

方の評価を行うことが望ましいと考えられた。 

 

４．集団に対する食事計画における摂取量の分布のシフトについて 

 集 団 に対 する食 事 計 画 において分 布 のシフトを検 討 する際 、Murphy らは

EAR 未満の者を減少させるために、該当する栄養素について一律の値を付加

する方法を示している 63)。 

本結果では、全 3 日間の鉄の摂取量について EAR 未満の者の割合が男子

31.6%、女子 33.9%であった。そこで、本調査の対象者について、鉄の摂取不

足の者の割合を 2%以下にするために Murphy らの方法を用いて摂取量の分布

のシフトを検証した。その結果、摂取量の分布形状に変化がないとすれば、男

子で 0.9mg/日、女子で 0.7mg/日を現在の習慣的な摂取量に付加することで、



70 
 

EAR 未満の者の割合を 2%以下にすることができ、また、UL を超える者もいない

であろうことが推定された。しかし、この方法は、EAR 未満の者の割合を減らし

たいと考える栄養素に絞って、サプリメントの形で該当の栄養素を付加する場

合には可能であるが、第 1 章で明らかになったように、本調査の集団において、

配食量や摂取量には男女差、また、個人差が発生するため、一律に分布がシ

フトすることはないことが示された。図 3 のビタミン B1 の分布のシフトの形状から

も理解できるように、学校給食において一律の値を付加しても、摂取量の分布

が付加量分、摂取量の高い方へシフトするとは考えにくいといえる。その一方で、

瓶やパックで個装されているために提供量のばらつきがない牛乳のように、特定

の単品の食品の摂取により該当の栄養素の摂取量の増加を期待する場合、サ

プリメントの形で該当の栄養素を付加する方法に近い形で摂取量の分布がシ

フトすることも示された。 

 

５．児童の食事摂取量に対する学校給食の役割について 

本研究では、献立としてではなく、実際の摂取量として、学校給食のカルシウ

ム及びビタミン B1 の摂取量が、習慣的な摂取量の分布をどの程度変化させ、

食事全体の摂取量へ影響したかについて検討した。その結果、学校給食にお

けるカルシウム及びビタミン B1 は児童の習慣的な摂取量を高い方向にシフトさ

せ、EAR 未満の者の割合を減少させたと考えられた。このことから、本研究にお

いても、児童が同じ料理や食品を摂取する学校給食において、目的とする栄養

素を多く含む食品、または栄養素が強化された食品を用いることは、集団として

の栄養素の摂取量の分布のシフトにつながること 19)を支持する結果を得た。し

かし、本結果より、摂取量の分布は形状を保ったままシフトするのではないこと

が分かった。つまり、集団における食事計画において、配食量や摂取量に個人

差がある場合には、食品や料理に付加された強化分の栄養素についても配食
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量や摂取量の比率の影響を受けると理解することができる。 

今回、ビタミン A について、男子において UL を上回っていると考えられる者

が存在した。給食管理の観点より食事計画の際には、EAR を下回る者がほとん

どいなくなるように、また、UL を超える者が出ないように留意することが望ましい

51)。従って、学校給食の提供を通して集団における摂取量の分布を変化させる

場合には、まず、対象とする集団の学校給食以外の食事も含めた食事摂取量

を把握し、学校給食において摂取量の分布をどの程度シフトさせることが必要、

また可能なのかを評価する必要がある。 

 

６．習慣的な摂取量の推定に用いる調査日について 

 集団における栄養素等摂取量の分布を把握し、不足者や過剰者の割合を算

出するためには、1 日のみの調査では不十分であることが指摘されている 66)。そ

こで、少なくとも 2 日間の食事調査を行い、統計学的な手法を用いることで習慣

的な摂取量の分布を推定することが望ましいとされる 67-69)。本研究では、第 3

章において、学校給食のある日とない日の栄養素等及び食品群の摂取量が異

なっていたことから、学校給食のある日の 2 日間の食事調査と学校給食のない

日の 1 日を含めた 3 日間の食事調査の栄養素等摂取量について習慣的な摂

取量の分布を推定した。日本の児童の習慣的な栄養素等摂取量を把握する

ためには、複数日の調査の実施に加え、学校給食のある日とない日の両日を

含むことが重要であると考えられる。 

 

７．調査の限界  

 本研究では、習慣的な摂取量の分布を推定するため、10 月から 3 月にかけて

実施した 3 日間の食事調査の結果を用いた。しかし、日本人の食事調査にお

いて、栄養素によっては季節差があることが報告されている 37,70,97)ことから、本
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研究では季節変動を十分に考慮することができなかった。 

次に本調査に参加した児童について、学校給食の調査では 235 名より同意

が得られたのに対し、家庭での食事調査で同意が得られたのは 107 名であった。

学校給食で同意が得られた児童と家庭での食事調査で同意が得られた児童

について、毎日の食事や学校給食について尋ねたアンケートの結果を比較した

ところ、学校がある日に朝食を週 1～2 日食べないと答えた児童は、家庭での食

事調査の同意が得られた児童は男女共にいなかったのに対し、家庭での食事

調査への同意が得られなかった児童においては男子 4 名、女子 7 名であった。

学校が休みの日に昼食を食べないことがある、と答えた児童は、家庭での食事

調査への同意が得られた児童は男子 1 名、女子 5 名であったのに対し、家庭で

の食事調査への同意が得られなかった児童においては男子 8 名、女子 7 名で

あった。身長と体重については、家庭での食事調査への同意の有無による違い

はなかった。このようなことから、家庭での食事調査に同意した児童とそうでない

児童の家庭での食事内容は異なるであろうことが推察され、本調査の結果であ

る EAR 未満の児童の割合は、実際の割合よりも低い値となった可能性が考え

られた。 

本調査のサンプルサイズが妥当であったかについて、全 3 日間の食事調査

の結果よりサンプルサイズを算出した。学校給食において、EAR 未満の者の割

合を 2～3％にするような摂取量のシフトを考える場合には、誤差率が 2%未満

であることが望ましいと考えられる。本研究では、カルシウムとビタミン B1 につい

て摂取量の分布のシフトを検討した。このときのサンプルサイズの誤差率は、ビ

タミン B1 については男女共に 2%未満であったが、カルシウムについては 2％以

上であった。また、男子において、ビタミン A とビタミン C についてサンプルサイ

ズの誤差率が 5%内におさまらなかったことから、本調査の限界として、特に男

子のサンプルサイズが小さかったこと、また、女子においても、いくつかの栄養素
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についてはサンプルサイズが十分ではなかったことがあげられる。さらに、本調

査は 5 小学校を対象に実施し、各調査日で 3 種類、2 日間の調査で計 6 種類

の学校給食の献立が混在する集団についての評価を行った。A 小学校の対象

者数が多かったことから、本調査で得られた結果は A 小学校の影響を受けてい

る可能性を否定できない。従って、市町村単位等で食事摂取量について評価

を行う場合で各学校により献立が異なる場合には、各学校の対象者数の偏り

や献立が結果に及ぼす影響を最小限にするために、サンプルサイズの検討が

必要である。 

 

Ⅴ．まとめ 

食事摂取基準 2010 の EAR、UL、DG を用いた全 3 日間の習慣的な栄養素

の摂取量の評価において、男子では、カルシウム、鉄、ビタミンＡ、ビタミン B2 に

ついて EAR 未満の者が存在した。女子については、たんぱく質とビタミン B1 を

除く栄養素について EAR 未満の者が存在した。 

本研究では、カルシウムとビタミン B1 について、学校給食で提供された牛乳

からのカルシウム及び強化米からのビタミン B1 を含む習慣的な摂取量の分布と

それらを含めない習慣的な摂取量の分布を推定した。その結果、学校給食を

摂取することにより、男女共に、カルシウムであれば 150mg 程度、ビタミン B1 で

あれば 0.20mg 程度、食事全体の摂取量の分布を高い方へシフトさせたと考え

られた。その際、強化米に含まれるビタミン B1 のように盛りつけ、食べ残しやお

かわりの影響を受けるため、摂取量が個人ごとに異なる場合には、摂取量の分

布のシフトは一律に高い方へシフトするのではなく、分布の形状が変化すること

が明らかとなった。一方、提供量の影響を受けず、摂取量の個人差も少ない牛

乳によるカルシウムの摂取量については、サプリメントの形で該当の栄養素を付

加する方法に近い形で摂取量の分布がシフトすることも示された。また、食事摂
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取基準 2010 の指標における不足者の割合について、カルシウムでは全体とし

て EAR 未満の者の割合を 40％程度減少させ、ビタミン B1 では男女共に EAR

未満の者はなくなったと推定された。従って、学校給食の具体的な役割として

は集団としての栄養素の摂取量の分布をシフトさせる、または適正に維持させ

ることにあると考えられた。 

市町村単位等で食事摂取量について評価を行う場合で各学校により献立

が異なる場合には、各学校の対象者数の偏りや献立が結果に及ぼす影響を最

小限にするために、サンプルサイズの検討が必要である。 



75 
 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18
0‐ 50
‐

10
0‐

15
0‐

20
0‐

25
0‐

30
0‐

35
0‐

40
0‐

45
0‐

50
0‐

55
0‐

60
0‐

65
0‐

70
0‐

75
0‐

80
0‐

85
0‐

90
0‐

95
0‐

10
00

‐
10
50

‐
11
00

‐
11
50

‐
12
00

‐
12
50

‐

牛乳からのカルシウムを含むカルシウム

牛乳からのカルシウムを除いたカルシウム

EAR RDA(%)

(mg)

 

図 2. 学校給食で提供された牛乳からのカルシウムを含む場合と除いた場合の学校

給食のある日とない日を含めた複数日（全 3 日間）の習慣的なカルシウムの摂取量の

分布（全体） 
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図 3. 学校給食で提供された強化米からのビタミン B1 を含む場合と除いた場合の学

校給食のある日とない日を含めた複数日（全 3 日間）の習慣的な 1,000kcal 当たりの

ビタミン B1 の摂取量の分布（全体） 
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図 4. 学校給食で提供された牛乳からのカルシウムの摂取量の分布（94 名、2 日間の

平均） 

 

（人） 

（mg） 
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図 5. 強化米からのビタミン B1 の摂取量の分布（71 名、2 日間の平均） 

（人） 

（mg） 
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図 6. めしの摂取量の分布（71 名、2 日間の平均） 

（g） 

（人） 
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表4-1.　解析対象者

対象者，人

身長，cm 141.7±5.2 140.4±5.0 141.7±5.2 140.2±4.5 142.5±9.1 135.6±9.8 141.4±4.5 143.4±2.3

体重，kg 35.7±8.7 33.9±6.4 33.3±4.0 33.5±5.8 43.2±6.6 32.8±9.3 41.9±16.6 36.2±8.1

BMI，kg/m2 17.7±3.7 17.1±2.5 16.6±1.6 17.0±2.3 21.2±0.6 17.6±2.9 20.6±7.1 17.6±3.6

平均値±標準偏差

7 938 56 28 43 3 4

男子 女子 男子 女子 男子 女子

学校給食センター
n=94 n=71 n=7 n=16

男子 女子

全小学校 Ａ小学校 Ｂ小学校
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表4-2．学校給食のある日とない日を含めた複数日（全３日間）の習慣的な摂取量の分布（男女別）
n Mean SD ＣＶ 5%点 10%点 25%点 50%点 75%点 90%点 95%点

エネルギー、kcal
　男子 n=38 2160 196 9.1 1806 1831 2029 2196 2296 2427 2469
　女子 n=56 1896 150 7.9 1670 1730 1789 1870 1959 2168 2198
たんぱく質、g
　全体 n=94 78.0 7.5 10.4 66.9 68.1 72.5 76.9 83.3 88.3 91.8
　男子 n=38 81.4 9.1 11.2 66.8 67.2 75.8 82.6 86.9 92.4 99.2
　女子 n=56 72.5 5.9 8.1 64.5 65.3 68.2 71.9 76.3 81.7 83.0
脂質、g
　全体 n=94 67.0 8.1 12.1 54.0 56.3 60.5 67.2 72.6 76.7 82.8
　男子 n=38 72.0 12.0 16.7 52.4 54.9 63.3 71.5 80.4 88.5 91.3
　女子 n=56 63.6 6.0 9.4 55.0 56.4 58.8 63.0 67.1 73.1 74.6
カルシウム、mg
　全体 n=94 717 156 21.7 486 510 596 700 833 942 993
　男子 n=38 782 148 19.0 532 591 692 757 881 995 1037
　女子 n=56 672 148 22.1 460 497 557 659 736 922 971
マグネシウム、mg
　男子 n=38 255 32 12.5 205 208 232 258 279 296 314
　女子 n=56 228 26 11.5 181 199 207 226 245 267 275
鉄、mg
　男子 n=38 7.6 0.9 12.1 6.2 6.4 6.6 7.7 8.5 8.9 9.0
　女子 n=56 7.1 1.0 14.6 5.8 5.9 6.3 6.9 7.6 8.5 9.6
亜鉛、mg
　全体 n=94 9.1 1.1 12.2 7.2 7.7 8.2 9.1 10.0 10.5 11.1
　男子 n=38 9.7 0.9 9.4 7.9 8.2 9.2 9.7 10.4 10.8 11.0
　女子 n=56 8.4 0.8 10.0 7.2 7.4 7.8 8.4 8.9 9.6 10.0
ビタミンA、μgRE
　男子 n=38 773 304 39.3 438 518 582 701 827 1234 1650
　女子 n=56 642 183 28.6 418 459 525 610 731 857 1139
ビタミンB1、mg

　全体 n=94 1.12 0.10 11.5 0.98 1.00 1.05 1.10 1.19 1.27 1.31
　男子 n=38 1.23 0.07 17.6 1.12 1.14 1.16 1.24 1.29 1.33 1.34
　女子 n=56 1.05 0.05 21.4 0.97 0.98 1.02 1.05 1.08 1.13 1.14
ビタミンB2、mg

　男子 n=38 1.49 0.31 20.8 1.05 1.14 1.24 1.45 1.62 1.90 2.26
　女子 n=56 1.29 0.21 16.1 1.00 1.02 1.14 1.29 1.44 1.59 1.71
ビタミンC、mg
　全体 n=94 88 29 33.6 47 54 64 83 109 127 139
　男子 n=38 100 33 33.1 49 58 73 95 127 139 148
　女子 n=56 78 25 31.5 39 44 60 76 98 114 122
食物繊維、g
　男子 n=38 13.2 2.0 14.8 9.9 10.9 11.7 13.1 14.6 15.9 17.1
　女子 n=56 11.8 1.7 14.0 9.0 9.7 10.6 11.6 13.1 14.1 14.8
食塩相当量、g
　男子 n=38 9.4 0.9 9.3 8.0 8.4 8.8 9.4 10.2 10.8 11.2
　女子 n=56 8.6 1.0 11.5 6.9 7.4 8.0 8.6 9.3 9.9 10.3
脂肪エネルギー比、%
　全体 n=94 29.5 1.9 6.3 26.0 27.2 28.4 29.6 30.9 31.7 32.8
　男子 n=38 29.6 3.4 11.4 23.3 24.8 27.2 29.8 31.8 34.5 35.4
　女子 n=56 29.9 1.1 3.6 28.1 28.4 29.2 29.8 30.6 31.4 31.8
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n Mean SD ＣＶ 5%点 10%点 25%点 50%点 75%点 90%点 95%点
カルシウム

牛乳からのカルシウムを含むカルシウム、mg
全体 n=94 717 156 21.7 486 510 596 700 833 942 993
男子 n=38 782 148 19.0 532 591 692 757 881 995 1037
女子 n=56 672 148 22.1 460 497 557 659 736 922 971

牛乳からのカルシウムを除いたカルシウム、mg
全体 n=94 568 175 30.8 320 341 432 551 697 822 883
男子 n=38 631 171 27.1 335 408 530 607 744 882 914
女子 n=56 525 165 31.5 310 332 407 498 590 812 861

ビタミンB1

強化米からのビタミンB1量を含むビタミンB1、mg

全体 n=94 1.12 0.10 11.5 0.98 1.00 1.05 1.10 1.19 1.27 1.31
男子 n=38 1.23 0.07 17.6 1.12 1.14 1.16 1.24 1.29 1.33 1.34
女子 n=56 1.05 0.05 21.4 0.97 0.98 1.02 1.05 1.08 1.13 1.14

強化米からのビタミンB1量を除いたビタミンB1、mg

全体 n=94 0.95 0.13 7.4 0.76 0.80 0.85 0.94 1.05 1.14 1.19
男子 n=38 1.04 0.12 8.6 0.83 0.88 0.93 1.04 1.15 1.20 1.23
女子 n=56 0.90 0.11 8.4 0.73 0.78 0.82 0.88 0.97 1.05 1.09

表4-3．学校給食で提供された牛乳からのカルシウムと強化米からのビタミンB1を除いた学校給食のある日とな

い日を含めた複数日（全３日間）の習慣的な摂取量の分布（男女別）
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全体（n=94） 男子（n=38） 女子（n=56）
% % %

たんぱく質 EAR未満 （男子40g、女子35g） NA 0.0 0.0
たんぱく質 1.01g/kg体重未満 （男女1.01g/kg体重） 0.0 0.0 0.0
カルシウム EAR未満 （男女600mg） 25.5 10.5 35.7
マグネシウム EAR未満 （男子180mg、女子170mg） NA 0.0 1.8
鉄（月経なし） EAR未満 （男子7.0mg、女子6.5mg） NA 31.6 33.9
鉄（月経あり） EAR未満 （女子9.5mg） NA NA 94.6
亜鉛 EAR未満 （男女8mg） 25.5 0.0 35.7
ビタミンＡ

1) EAR未満 （男子450μgRE、女子400μ
）

NA 5.3 3.6
ビタミンＡ

1) UL以上 （男女1500μgRE） NA 5.3 0.0
ビタミンＢ１ EAR未満 （男子1.0mg、女子0.9mg） NA 0.0 0.0
ビタミンＢ１ 0.45mg/1,000kcal未満 （男女0.45mg/1,000kcal） 0.0 0.0 1.8
ビタミンＢ２ EAR未満 （男子1.1mg、女子1.0mg） NA 7.9 7.1
ビタミンＣ EAR未満 （男女65mg） 24.5 13.2 32.1
食塩相当量 DG以上 （男子<8g、女子<7.5g） NA 97.4 85.7
脂肪エネルギー比率 DG(上限%）以上 （男女30%） 43.6 47.4 37.5

NA: Not applicable
1) レチノール相当量

表4-4．日本人の食事摂取基準2010年版の指標による学校給食のある日とない日を含めた複数日（全３日間）の習
慣的な摂取量の評価（男女別）

EAR(Estimated Average Requirement　推定平均必要量)、UL(Tolerable Upper Intake Level 耐容上限量)、
DG(Tentative Dietary Goal for Preventing Life-style Related Diseases　目標量)
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全体（n=94） 男子（n=38） 女子（n=56）
% % %

牛乳からのカルシウムを含むカ
ルシウム

EAR未満 （男女600mg）
25.5 10.5 35.7

牛乳からのカルシウムを除いた
カルシウム

EAR未満 （男女600mg）
67.0 47.4 76.8

強化米からのビタミンＢ１を含む

ビタミンＢ１

EAR未満 （男子1.0mg、女子
0.9mg） NA 0.0 0.0

強化米からのビタミンＢ１を除い

たビタミンＢ１

EAR未満 （男子1.0mg、女子
0.9mg） NA 34.2 57.1

EAR(Estimated Average Requirement　推定平均必要量)
NA: Not applicable

表4-5．　学校給食で提供された牛乳からのカルシウムと強化米からのビタミンB1を除いた値について、日

本人の食事摂取基準2010年版の指標による学校給食のある日とない日を含めた複数日（全３日間）の習慣
的な摂取量の評価（男女別）
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全体（n=94） 男子（n=38） 女子（n=56）
% % %

強化米からのビタミンＢ１を含む

ビタミンＢ１
0.0 0.0 1.8

強化米からのビタミンＢ１を除い

たビタミンＢ１
24.5 18.4 28.6

EAR(Estimated Average Requirement　推定平均必要量)

0.45mg/1,000kcal未満

0.45mg/1,000kcal未満

表4-6．　学校給食で提供された強化米からのビタミンB1を含むビタミンB1と除いたビタミンB1の習慣的な摂

取量について、EAR(0.45mg/1,000kcal)未満の児童の割合（男女別）
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表4-7. 学校給食で提供された牛乳からのカルシウム摂取量と強化米からのビタミンB1摂取量

カルシウム ビタミンB1

延べ日数 人日 188
1)

142
2)

平均値 mg 223 0.27
標準偏差 mg 22 0.09
CV % 9.7 31.8
中央値 mg 227 0.25
最頻値 mg 227 0.24
最小値 mg 44 0.06
最大値 mg 227 0.53
提供量（献立） mg 227 0.30

3)

1) 94名
2) 71名
3) A小学校の摂取量
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表4-8．　全3日間の食事調査の結果より算出したサンプルサイズ

Mean SD 1.0% 1.5% 2.0% 2.5% 3.0% 3.5% 4.0% 4.5% 5.0%
全体 たんぱく質 g 67 8.1 93 41 23 15 10 8 6 5 4
(n=94) 脂質 g 67 8.1 146 65 37 23 16 12 9 7 6

カルシウム mg 717 156 473 210 118 76 53 39 30 23 19
亜鉛 mg 9.1 1.1 146 65 37 23 16 12 9 7 6
ビタミンB1 mg 1.12 0.1 80 35 20 13 9 7 5 4 3
ビタミンC mg 88 29 1086 483 272 174 121 89 68 54 43

男子 エネルギー kcal 2160 196 83 37 21 13 9 7 5 4 3
(n=38) たんぱく質 g 81.4 9.1 124 55 31 20 14 10 8 6 5

脂質 g 72.0 12.0 278 124 70 45 31 23 17 14 11
カルシウム mg 782 148 359 160 90 58 40 29 22 18 14
マグネシウム mg 255 32 156 69 39 25 17 13 10 8 6
鉄 mg 7.6 0.9 146 65 36 23 16 12 9 7 6
亜鉛 mg 9.7 0.9 88 39 22 14 10 7 6 4 4
ビタミンA μgRE 773 304 1544 686 386 247 172 126 97 76 62
ビタミンB1 mg 1.23 0.08 44 19 11 7 5 4 3 2 2

ビタミンB2 mg 1.49 0.31 431 192 108 69 48 35 27 21 17
ビタミンC mg 100 33 1096 487 274 175 122 89 68 54 44
食物繊維 g 13.2 2.0 219 97 55 35 24 18 14 11 9
食塩相当量 g 9.4 0.9 86 38 22 14 10 7 5 4 3

女子 エネルギー kcal 1896 150 63 28 16 10 7 5 4 3 3
(n=56) たんぱく質 g 72.5 5.9 66 29 17 11 7 5 4 3 3

脂質 g 63.6 6.0 88 39 22 14 10 7 6 4 4
カルシウム mg 672 148 487 217 122 78 54 40 30 24 19
マグネシウム mg 228 26 132 59 33 21 15 11 8 7 5
鉄 mg 7.1 1.0 213 95 53 34 24 17 13 11 9
亜鉛 mg 8.4 0.8 99 44 25 16 11 8 6 5 4
ビタミンA μgRE 642 183 816 363 204 131 91 67 51 40 33
ビタミンB1 mg 1.05 0.05 22 10 5 3 2 2 1 1 1

ビタミンB2 mg 1.29 0.21 260 115 65 42 29 21 16 13 10
ビタミンC mg 78 25 994 442 249 159 110 81 62 49 40
食物繊維 g 11.8 1.7 197 88 49 32 22 16 12 10 8
食塩相当量 g 8.6 1.0 133 59 33 21 15 11 8 7 5

本調査の人数が満たしている誤差率の人数を太字で示した。

誤差率

 

 



 

 

 

 

 

まとめ 
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１．学校給食における小学 5 年生の配食と摂取の実態について 

本研究で対象となった小学校では、いずれの小学校においても児童が配食を

担当しており、最初の配食量において男女差があった。おかわりをする者は、女

子よりも男子に多く、おかわりにより、摂取量が最初の配食量を上回ることも明ら

かとなった。総配食量と摂取量においても男女差が認められたが、食べ残しに

ついては男女差が認められなかった。総配食量と摂取量の変動係数は、いず

れの栄養素等についても男子は女子よりも大きかった。従って、おかわりを含め

た総配食量と摂取量の個人差は、男子の方が女子よりも大きかったといえる。

摂取量と学校給食摂取基準 18)を比較した場合、男子については食物繊維の

平均値のみ学校給食摂取基準を下回っていた。しかし、女子についてはエネ

ルギー、たんぱく質、カルシウム、鉄、食物繊維の平均値について学校給食摂

取基準を下回っていた。 

本研究では、男女ともに学校給食のエネルギー摂取量と体重及び BMI に相

関がみられた。 

 

２．児童の食事摂取量に対する学校給食の寄与とその評価について 

本研究では、児童の食事摂取量に対する学校給食の寄与について明らか

にするために、学校給食と家庭での昼食それぞれについて、食事全体に占める

割合を算出した。その結果、家庭での昼食に比べて学校給食において、カルシ

ウムとビタミン B1 の摂取量について食事全体に占める割合が高かった。食品群

別摂取量については、男女ともに 1 日の乳類の摂取量のうちの約 6 割を学校給

食で摂取しており、野菜類についても 1 日の野菜類の摂取量のうち 4 割から 5

割を学校給食から摂取していた。 

食事摂取量に対する学校給食の寄与を評価するために、カルシウムとビタミ

ン B1 について、学校給食で提供された牛乳からのカルシウム及び強化米から
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のビタミン B1 を含む習慣的な摂取量の分布とそれらを含めない習慣的な摂取

量の分布を推定した。その結果、男女共に、カルシウムであれば 150mg 程度、

ビタミン B1 であれば 0.20mg 程度、食事全体の摂取量の分布を高い方へシフト

させたと考えられた。また、食事摂取基準 2010 の指標における不足者の割合

について、EAR カットポイント法により評価を行った結果、学校給食の牛乳はカ

ルシウムの摂取量について、EAR 未満の者の割合を 40%程度減少させ、めし

への強化米の添加はビタミン B1 の摂取量について、男女共に EAR 未満の者を

なくしたと推定された。ビタミン B1 については、エネルギー代謝に関与するビタミ

ンであることから 19)、エネルギー摂取量当たりの評価も行った。その結果、5 年

生を対象とした食事調査では、強化米からのビタミン B1 を含む習慣的な摂取量

では、0.45mg/1,000kcal 未満の者の割合は男子においてはなくなり、女子にお

いても 1.8%と推定された。 

 

３．特定の栄養素を付加し、集団における摂取量の分布を変化させる学校給

食の役割について 

学校給食実施基準 19)において、摂取量に特別な配慮が示されている栄養

素としてカルシウムとビタミン B1 がある。そのため、本研究の対象となった小学校

においても牛乳を毎日提供する、ビタミン B1 が強化されている米を用いる等が

行われていた。その結果、男女共に、カルシウムとビタミン B1 について、食事全

体の摂取量の分布を高い方へシフトさせていた。その際、強化米に含まれるビ

タミン B1 のように、添加するめしの盛りつけ、食べ残しやおかわりの影響を受け

る等、摂取量が個人ごとに異なる場合には、摂取量の分布のシフトは一律に高

い方へシフトするのではなく、分布の形状が変化することが明らかとなった。しか

し、ビタミン B1 については、エネルギー代謝に関与するビタミンであることから、

エネルギー源として大きく寄与する主食にビタミン B1 を添加する現在の方法は、
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主食の摂取量に依存して強化分のビタミン B1 を摂取することができるという観

点からは効果的な方法であると考えることもできる。また、瓶やパックで個装され

ているために提供量のばらつきがない牛乳のように、特定の単品の食品の摂取

により該当の栄養素の摂取量の増加を期待する場合で、摂取量の個人差が小

さい場合には、サプリメントの形で該当の栄養素を付加する方法に近い形で摂

取量の分布がシフトすることも明らかとなった。 

学校給食の目的は、児童生徒の心身の健全な発達、健康の保持増進等で

ある 20)。本研究の結果より、学校給食の具体的な役割としては集団としての栄

養素の摂取量の分布をシフトさせる、または適正に維持させることにあると考え

られた。給食管理の観点より食事計画の際には、EAR 未満の者がほとんどいな

くなるように、また、UL を超える者が出ないように留意することが望ましい 51)。従

って、学校給食の提供を通して集団における摂取量の分布を変化させる場合

には、まず、対象とする集団の学校給食以外の食事も含めた食事摂取量を把

握し、学校給食において摂取量の分布をどの程度シフトさせることが必要、また

可能なのかを評価する必要があると考えられた。さらに、食缶配膳方式をとり、

児童自らが盛り付けや配膳を行うことにも特徴があることから、各人の配食量の

個人差の程度を把握した上での食事計画が重要である。 

本研究では、摂取量について食事調査の結果を用いて評価を行ったが、シ

フトの有効性については、今後、生化学的指標や健康度等を合わせて評価を

行うことが必要であると考える。 

 

４．学校給食摂取基準について 

 我が国の学校給食摂取基準では、男女別の基準を設定していない。このこと

は韓国や英国の基準と異なる点である 77,78)。小学 5 年生を対象とした本研究

結果において、学校給食の摂取量に男女差が認められたことから、体格に性
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差が出始める小学校の高学年及び体格に性差のある中学生については、学

校給食摂取基準において男女差を考慮する必要性が考えられた。また、日本

の学校給食摂取基準における各栄養素の基準については、韓国や米国のよう

に全ての栄養素の基準を RDA の 1/3 とはせずに、栄養素に準じて基準を設定

している。本研究では、児童の食事摂取量に対する学校給食の寄与を検討し

た。その結果、カルシウムやビタミン B1 について、学校給食における児童の摂

取量は学校給食摂取基準が示した割合に沿ったものとなっていた。小学 5 年

生の食事摂取量及び EAR 未満の者の検討において、栄養素に準じて設定さ

れている現在の学校給食摂取基準は、対象者の栄養摂取において必要な措

置であると考えられた。 

 

５．学童期の食事摂取量を把握するための食事調査法について 

本研究では、学校給食の調査を秤量記録法及び観察により実施し、家庭で

の調査は写真画像を併用した目安量記録法によって実施した。秤量記録法は、

喫食前後、またおかわりの前後に秤量を忘れることがなければ、概ね正確に摂

取量を把握することができる。しかし、学校給食という限られた時間の中で秤量

作業を実施するには人手が必要であり、本研究においても 10－20 名の調査員

の協力のもと、調査を実施した。従って、秤量記録法においては人手、時間、

費用を必要とする。 

次に、観察についてである。学校給食の喫食時には、児童の間で食物の交

換等が起きることがあり、観察によりそのような状況を把握することが可能とされ

ている 98)。本研究でも児童の間での食物の交換が 1 件あった。観察調査が児

童の食事調査に与える影響については、Baxter らにより、学校給食の観察調

査は児童の 24 時間思い出し法の思い出しに影響を与えなかったとの報告があ

る 82,83)が、学校給食の食べ方にどのような影響を与えるかについての報告はな
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い。本研究では、学校給食の主食やおかずの習慣的な食べ方についてアンケ

ートを行い、調査日の学校給食の食べ方が習慣的な食べ方と乖離していない

かを確認した。その結果、秤量調査にこのようなアンケートを組み合わせることは、

結果の解釈に役立つと考えられた。 

 本研究において、家庭での調査は写真画像を併用した目安量記録法によっ

て行った。写真による食事記録の妥当性については、Higgins らにより 28 名（平

均年齢 12 歳）に調査が行われており、実際の食事と食事記録及び写真画像を

用いた方法とのエネルギーの相関は、実際の食事と食事記録（相関係数 0.58）、

実際の食事と写真画像によって得られた結果（相関係数 0.48）であり、児童の

食事摂取量を推定するために写真画像を用いることは妥当であるとしている。ま

た、食事記録に比べて煩わしさがない等の理由から、児童や保護者からは好ま

れる手法であることが報告されている 90)。本研究では、目安量記録法の補助的

な役割として写真画像を用いた。写真によっては、画像が鮮明でないもの、明

度が低いものがあったため、目安量の記録が重要な役割を果たした。従って、

写真画像を主とする食事調査を実施する際には、これらの課題を最小限にする

配慮が必要になると考える。また、この方法はカメラ及び現像について費用を必

要とする。 

 食事摂取基準の各指標を用いて集団における栄養素等摂取量の不足者・

過剰者の割合を算出するためには、1 日のみの調査では不十分であることが指

摘されており、複数日の食事調査の結果より習慣的な摂取量の分布を推定す

ることが望ましい 66-68)。本研究において、学校給食のある日とない日の栄養素

等及び食品群別の摂取量には違いがみられたことから、学童期の児童の食事

摂取量の把握や評価のためには、学校給食のある日とない日を含めた複数日

の調査結果に基づいて行われることが望ましいと考えられる。その際、第 4 章の

表 4-8 にサンプルサイズを示したが、栄養素により習慣的な摂取量を把握する
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ための人数、また、必要な日数は異なるため 35-37)、調査を計画する際には検討

が必要である。また、学校給食において、EAR 未満の者の割合を 2～3%にする

ような摂取量のシフトを考える場合には、サンプルサイズの誤差率は 2％未満で

あることが望ましいと考えられた。さらに、小学 5 年生の食事調査では、2 日間の

学校給食の調査では協力率が 74.1%であったが、家庭での食事調査も含めた

3 日間の食事調査では協力率が 33.8%であった。本研究を実施するにあたり、

教員からの助言として保護者への負担を最小にすることがあげられたことを考

慮すれば、これらの協力率の違いは、単に日数が増加したことによるものではな

く、家庭での食事調査の難しさによるものと考えられた。このようなことから、児童

について複数日の食事調査を計画する際には、対象者への負担はもちろんだ

が、保護者への負担についても最小限に抑える工夫が必要となる。 

 

６．結論  

学校給食を摂取している集団において、学校給食のある日とない日を含む

複数日の食事調査の結果から栄養素等の習慣的な摂取量を推定し、EAR カ

ットポイン法を用いて食事摂取量の評価を行った結果、学校給食の摂取はカ

ルシウムとビタミン B1 の摂取量の分布を高い方へシフトさせ、EAR 未満の者の

割合を減少させていることが示された。従って、学校給食の役割として、集団と

しての栄養素の摂取量の分布をシフトさせる、または適正に維持させることに寄

与していた。しかし、配食量や摂取量に個人差がある学校給食において、対象

者へ栄養素の一律の増加を目的として食品や料理に栄養素を付加しても、強

化米に含まれるビタミン B1 のように盛りつけ、食べ残しやおかわりの影響を受け

る場合には、摂取量の分布のシフトは一律に高い方へシフトするのではなく、分

布の形状が変化することが確認された。一方、瓶やパックで個装されているため

に提供量のばらつきがない、また、摂取量の個人差も少ない牛乳によるカルシ
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ウムの摂取量については、サプリメントの形で該当の栄養素を付加する方法に

近い形で摂取量の分布がシフトすることも確認された。 

集団における栄養素等摂取量の不足者・過剰者の割合を算出するには、習

慣的な摂取量の分布を推定することが不可欠であり、そのためには、複数日の

食事調査を実施することが必要である。また、学校給食のある日とない日の栄

養素等及び食品群別の摂取量は異なることから、学童期の食事摂取量を評価

するためには、学校給食のある日とない日を含めた複数日の調査結果に基づ

いて評価を行うことが望ましいと考えられた。さらに、学校給食の摂取量の把握

の際には、配食量について確認することが必須である。 
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食生活アンケート 

    年    組 名前＿   ＿＿＿＿＿＿＿ 

男子用 



 

 ここ 1 ヶ月くらいの食事や生活のことを思い出し、それぞれの質問について、あなたの意見にもっとも近い 

ものに○をつけてください。問によっては、記入する部分があります。また、問１９のみ過去 1 年のことを尋 

ねています。よろしくお願いします。 

 

毎日の食事についてお尋ねします。 

「学校がある日」とは「月～金曜日」、「学校が休みの日」とは「土・日曜日」のことです。 

 

問１ 朝食を食べますか？  

・学校がある日    ① 毎日食べる  ② 週１～２日食べない  ③ 週３～４日食べない  ④ 食べない 

・学校が休みの日  ① 必ず食べる  ② 食べないこともある  ③ 食べない 

 

問２ 学校が休みの日に昼食を食べますか？  ① 必ず食べる  ② 食べないこともある  ③ 食べない 

 

問３ 夕食を食べますか？ 

・学校がある日    ① 毎日食べる  ② 週１～２日食べない  ③ 週３～４日食べない  ④ 食べない 

・学校が休みの日  ① 必ず食べる  ② 食べないこともある  ③ 食べない 

 

問４ 夜食（夕食後）を食べますか？  

・学校がある日    ① 毎日食べる  ② 週１～２日食べない  ③ 週３～４日食べない  ④ 食べない 

・学校が休みの日  ① 必ず食べる  ② 食べないこともある  ③ 食べない 

 

問５ 間食（朝食と昼食の間、または昼食と夕食の間）を食べることがありますか？おやつも含みます。 

・学校がある日    ① 毎日食べる  ② 週１～２日食べない  ③ 週３～４日食べない  ④ 食べない 

・学校が休みの日  ① 必ず食べる  ② 食べないこともある  ③ 食べない 

 

学校の給食についてお尋ねします。 

 

問６ 給食のご飯・パンをどのくらい食べていますか？ 

①残さず食べる  ②いつもおかわりをする  ③ときどきおかわりをする  ④ときどき残す  ⑤いつも残す 

 

問７ 給食のおかずをどのくらい食べていますか？ 

①残さず食べる  ②いつもおかわりをする  ③ときどきおかわりをする  ④ときどき残す  ⑤いつも残す 

 

問８ 給食の牛乳を飲みますか？ 

① 毎日欠かさず飲む  ② 週に２～３回飲まないことがある  ③ ときどき残す  ④ ほとんど飲まない 

 

ふだんの生活についてお尋ねします。 

 

問９ テレビを見ますか？  ①毎日見る  ②週に 2-3 回見る  ③週に 4-5 回見る  ⑤ほとんど見ない 

 

問１０ 問９で①～③と答えた方にお尋ねします。テレビは一日何時間くらい見ますか？ 

① 3 時間以上  ② 2-3 時間  ③ 1-2 時間  ④ 1 時間以内  ⑤ 見ない 



問１１ テレビゲームなどで遊びますか？ 

① 毎日遊ぶ  ② 週に 2-3 回遊ぶ  ③ 週に 4-5 回遊ぶ  ⑤ ほとんど遊ばない 

 

問１２ 問１１で①～③と答えた方にお尋ねします。テレビゲームなどで一日何時間くらい遊びますか？ 

① 3 時間以上  ② 2-3 時間  ③ 1-2 時間  ④ 1 時間以内  ⑤ 遊ばない 

 

問１３ 現在、学校や地域でのクラブ活動や学習塾などの習い事に通っていますか？ ①はい  ②いいえ 

 

問１４ 問１３で「はい」と答えた方にお尋ねします。 

どのような習い事ですか？また、その頻度と時間を教えてください 

種類 週に＿＿＿日 1 日あたり＿＿時間＿＿分 

例） サッカー 3 日 2 時間 

例） 学習塾 4 日 1 時間 30 分 

   

   

 

問１５ 便通はどうですか？ 

① ほぼ一日 1 回便通がある  ② 比較的よい   

③ どちらかというと便秘気味である  ④ どちらかというと下痢気味である 

 

問１６ 普段の通学方法、通学時間について教えてください。通学時間は方法ごとに記入してください。 

通学方法 通学時間 通学方法 通学時間 通学方法 通学時間 

例） 徒歩 ３０分 例） 電車 １５分 例） バス ２０分 

      

 

問１７ あなたと一緒に住んでいる人、全員を（        ）に書いてください。 

（ 例） 父、母、姉二人、弟、おばあちゃん                            ） 

（                                                      ） 

 

問１８ 現在、病気などの理由で食べ物について制限がありますか？ 

① ない  ② ある 

 

問１９ 過去一年間に食物によるアレルギー（じんましんなど）を経験したことがありますか？ 

① ない  ② ある  どのような食物ですか？ （                       ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ご協力ありがとうございました。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

II 
 

食生活アンケート 

    年    組 名前       ＿  ＿＿＿＿ 

女子用 



 ここ 1 ヶ月くらいの食事や生活のことを思い出し、それぞれの質問について、あなたの意見にもっとも近い 

ものに○をつけてください。問によっては、記入する部分があります。また、問１９のみ過去 1 年のことを尋 

ねています。よろしくお願いします。 

 

毎日の食事についてお尋ねします。 

「学校がある日」とは「月～金曜日」、「学校が休みの日」とは「土・日曜日」のことです。 

 

問１ 朝食を食べますか？  

・学校がある日    ① 毎日食べる  ② 週１～２日食べない  ③ 週３～４日食べない  ④ 食べない 

・学校が休みの日  ① 必ず食べる  ② 食べないこともある  ③ 食べない 

 

問２ 学校が休みの日に昼食を食べますか？  ① 必ず食べる  ② 食べないこともある  ③ 食べない 

 

問３ 夕食を食べますか？ 

・学校がある日    ① 毎日食べる  ② 週１～２日食べない  ③ 週３～４日食べない  ④ 食べない 

・学校が休みの日  ① 必ず食べる  ② 食べないこともある  ③ 食べない 

 

問４ 夜食（夕食後）を食べますか？  

・学校がある日    ① 毎日食べる  ② 週１～２日食べない  ③ 週３～４日食べない  ④ 食べない 

・学校が休みの日  ① 必ず食べる  ② 食べないこともある  ③ 食べない 

 

問５ 間食（朝食と昼食の間、または昼食と夕食の間）を食べることがありますか？おやつも含みます。 

・学校がある日    ① 毎日食べる  ② 週１～２日食べない  ③ 週３～４日食べない  ④ 食べない 

・学校が休みの日  ① 必ず食べる  ② 食べないこともある  ③ 食べない 

 

学校の給食についてお尋ねします。 

 

問６ 給食のご飯・パンをどのくらい食べていますか？ 

①残さず食べる  ②いつもおかわりをする  ③ときどきおかわりをする  ④ときどき残す  ⑤いつも残す 

 

問７ 給食のおかずをどのくらい食べていますか？ 

①残さず食べる  ②いつもおかわりをする  ③ときどきおかわりをする  ④ときどき残す  ⑤いつも残す 

 

問８ 給食の牛乳を飲みますか？ 

① 毎日欠かさず飲む  ② 週に２～３回飲まないことがある  ③ ときどき残す  ④ ほとんど飲まない 

 

ふだんの生活についてお尋ねします。 

 

問９ テレビを見ますか？  ①毎日見る  ②週に 2-3 回見る  ③週に 4-5 回見る  ⑤ほとんど見ない 

 

問１０ 質問９で①～③と答えた方にお尋ねします。テレビは一日何時間くらい見ますか？ 

① 3 時間以上  ② 2-3 時間  ③ 1-2 時間  ④ 1 時間以内  ⑤ 見ない 



問１１ テレビゲームなどで遊びますか？ 

① 毎日遊ぶ  ② 週に 2-3 回遊ぶ  ③ 週に 4-5 回遊ぶ  ⑤ ほとんど遊ばない 

 

問１２ 問１１で①～③と答えた方にお尋ねします。テレビゲームなどで一日何時間くらい遊びますか？ 

① 3 時間以上  ② 2-3 時間  ③ 1-2 時間  ④ 1 時間以内  ⑤ 遊ばない 

 

問１３ 現在、学校や地域でのクラブ活動や学習塾などの習い事に通っていますか？ ①はい  ②いいえ 

 

問１４ 問１３で「はい」と答えた方にお尋ねします。 

どのような習い事ですか？また、その頻度と時間を教えてください 

種類 週に＿＿＿日 1 日あたり＿＿時間＿＿分 

例） サッカー 3 日 2 時間 

例） 学習塾 4 日 1 時間 30 分 

   

   

 

問１５ 便通はどうですか？ 

① ほぼ一日 1 回便通がある  ② 比較的よい   

③ どちらかというと便秘気味である  ④ どちらかというと下痢気味である 

 

問１６ 普段の通学方法、通学時間について教えてください。通学時間は方法ごとに記入してください。 

通学方法 通学時間 通学方法 通学時間 通学方法 通学時間 

例） 徒歩 ３０分 例） 電車 １５分 例） バス ２０分 

      

 

問１７ あなたと一緒に住んでいる人、全員を（        ）に書いてください。 

（ 例） 父、母、姉二人、弟、おばあちゃん                            ） 

（                                                      ） 

 

問１８ 現在、病気などの理由で食べ物について制限がありますか？ 

① ない  ② ある 

 

問１９ 過去一年間に食物によるアレルギー（じんましんなど）を経験したことがありますか？ 

① ない  ② ある  どのような食物ですか？ （                       ） 

 

問２０ 生理について  ① ある  ② ない 

 

 

 

 

 

 

        ご協力ありがとうございました。



料理の名前 食品の名前とぶんりょう
午前 5:00

6:00

7:00

8:00

9:00

10:00

11:00

午後 12:00

1 00

朝、起きた時間 時 分 夜、ねた時間 時 分

年 組 名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

食事記録用紙 第１日目 （１１月 ６日 火曜日）
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2:00

3:00

4:00

5:00
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